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(57)【要約】
【課題】  負荷状態の変動に起因する出力電圧の変動が
抑制された電源装置を提供する。
【解決手段】  入力電圧Ｖｉｎを受けて、出力端子２０
４、２０３にそれぞれ出力電圧－Ｖｔｈ及び出力電圧Ｖ
ｍを供給する電源装置であって、１次巻線に入力電圧Ｖ
ｉｎを受けるトランス２１０と、トランス２１０の１次
巻線に接続されたスイッチング素子２３１と、トランス
２１０の２次巻線に接続され、出力電圧－Ｖｔｈ及びＶ
ｍを生成する出力回路と、少なくとも出力電圧－Ｖｔｈ
に基づいてスイッチング素子２３１の動作を制御する制
御回路２３２と、出力端子２０４、２０３の少なくとも
一方に生じている負荷の状態に基づいて、これら出力端
子の少なくとも一方とグランドとの間の抵抗値を変化さ
せる調整回路２９０とを備えている。これにより、負荷
状態の変動に起因する出力電圧の変動が効果的に抑制さ
れる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  入力電圧を受けて、互いに電圧の異なる
少なくとも第１及び第２の出力電圧を生成し、これらを
それぞれ第１及び第２の出力端子に供給する電源装置で
あって、１次巻線に前記入力電圧を受けるトランスと、
前記トランスの１次巻線に接続されたスイッチング素子
と、前記トランスの２次巻線に接続され、それぞれ前記
第１及び第２の出力電圧を生成する第１及び第２の出力
回路と、少なくとも前記第１の出力電圧に基づいて前記
スイッチング素子の動作を制御する制御回路と、前記第
１及び第２の出力端子の少なくとも一方に生じている負
荷の状態に基づいて、前記第１及び第２の出力端子の少
なくとも一方及びこれと異なる電圧を有する電圧ライン
間の抵抗値を変化させる手段とを備えることを特徴とす
る電源装置。
【請求項２】  前記手段は、前記第２の出力端子に生じ
ている負荷が大きいほど前記第１の出力端子及び前記電
圧ライン間の抵抗値を小さくすることを特徴とする請求
項１に記載の電源装置。
【請求項３】  前記手段は、前記第２の出力端子に生じ
ている負荷が大きいほど前記第２の出力端子及び前記電
圧ライン間の抵抗値を大きくすることを特徴とする請求
項１または２に記載の電源装置。
【請求項４】  前記電圧ラインがグランドラインである
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載
の電源装置。
【請求項５】  前記トランスが第１及び第２のトランス
を含み、前記スイッチング素子が前記第１のトランスの
１次巻線に接続された第１のスイッチング素子及び前記
第２のトランスの１次巻線に接続された第２のスイッチ
ング素子を含み、前記第１の出力回路が前記第１のトラ
ンスの２次巻線に接続されており、前記第２の出力回路
が前記第２のトランスの２次巻線に接続されており、前
記制御回路が前記第１の出力電圧に基づいて前記第１の
スイッチング素子の動作を制御する第１の制御回路及び
前記第２の出力電圧に基づいて前記第２のスイッチング
素子の動作を制御する第２の制御回路とを含むことを特
徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電源装
置。
【請求項６】  前記第１及び第２の制御回路は、それぞ
れ前記第１及び第２のスイッチング素子をＰＷＭ制御す
る回路であり、前記第１及び第２の制御回路によるＰＷ
Ｍ制御には、同じのこぎり波が用いられていることを特
徴とする請求項５に記載の電源装置。
【請求項７】  前記第１及び第２の制御回路によるＰＷ
Ｍ制御には、一方の周波数が他方の周波数の整数倍であ
り、ピーク値となるタイミングが実質的に一致する第１
及び第２ののこぎり波がそれぞれ用いられていることを
特徴とする請求項５に記載の電源装置。
【請求項８】  複数の走査配線及び複数のデータ配線を*
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*有する無機ＥＬパネルと、前記複数の走査配線を駆動す
るロウドライバと、前記複数のデータ配線を駆動するカ
ラムドライバと、前記ロウドライバ及び前記カラムドラ
イバにおいて用いられる電圧を生成する電源装置とを備
える無機ＥＬディスプレイ装置であって、前記ロウドラ
イバは少なくとも第１の出力電圧ラインを介して供給さ
れる第１の出力電圧に基づいて動作し、前記カラムドラ
イバは少なくとも第２の出力電圧ラインを介して供給さ
れる第２の出力電圧に基づいて動作し、前記電源装置
は、１次巻線に入力電圧を受けるトランスと、前記トラ
ンスの１次巻線に接続されたスイッチング素子と、前記
トランスの２次巻線と前記第１及び第２の出力電圧ライ
ンとの間にそれぞれ設けられた第１及び第２の出力回路
と、少なくとも前記第１の出力電圧に基づいて前記スイ
ッチング素子の動作を制御する制御回路と、前記第１及
び第２の出力電圧ラインの少なくとも一方に生じている
負荷の状態に基づいて、前記第１及び第２の出力電圧ラ
インの少なくとも一方及びこれと異なる電圧を有する電
圧ライン間の抵抗値を変化させる手段とを備えているこ
とを特徴とする無機ＥＬディスプレイ装置。
【請求項９】  前記手段は、データ配線の総数及び一つ
の走査配線上において点灯状態とされる画素の数に基づ
いて、前記負荷の状態を判断することを特徴とする請求
項８に記載の無機ＥＬディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電源装置に関し、
特に、無機ＥＬディスプレイ装置への適用が好適な電源
装置に関する。また、本発明は、無機ＥＬディスプレイ
装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、薄型で高画質表示が可能なディス
プレイ装置として、無機ＥＬパネルを用いた無機ＥＬデ
ィスプレイ装置が注目されている。一般的な無機ＥＬデ
ィスプレイ装置は、多数のデータ配線（コラム配線）と
多数の走査配線（ロウ配線）とが互いに交差して敷設さ
れた無機ＥＬパネルを有し、データ配線と走査配線との
間にしきい値Ｖｔｈを超える電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍを印加す
ることによって、所望の画素を発光させることができ
る。
【０００３】例えば、特定の１画素のみを発光させる場
合、対応する走査配線及び対応するデータ配線にそれぞ
れ電圧－Ｖｔｈ及び電圧Ｖｍを印加し、その他の走査配
線をオープン状態とし、その他のデータ配線にグランド
電位（ＧＮＤ）を印加すればよい。これにより、上記特
定の１画素においては、データ配線と走査配線との間の
電圧がＶｔｈ＋Ｖｍとなるため発光する一方、その他の
画素においては、データ配線と走査配線との間の電圧が
Ｖｔｈ未満となるため、発光はしない。また、無機ＥＬ
ディスプレイ装置は一般に交流駆動する必要があるた
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め、上記特定の１画素を次に発光させる場合には、対応
する走査配線及び対応するデータ配線にそれぞれ電圧Ｖ
ｔｈ＋Ｖｍ及びグランド電位（ＧＮＤ）を印加し、その
他の走査配線をオープン状態とし、その他のデータ配線
に電圧Ｖｍを印加する必要がある。
【０００４】このように、無機ＥＬディスプレイ装置に
おいては、データ配線に印加すべき電圧や走査配線に印
加すべき電圧等、複数の電圧が必要である。上記の例で
は、データ配線に印加すべき電圧としては電圧Ｖｍが必
要であり、走査配線に印加すべき電圧としては電圧－Ｖ
ｔｈ及び電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍが必要である。
【０００５】図３２は、従来の無機ＥＬディスプレイ装
置用電源装置の回路図である。
【０００６】図３２に示すように、従来の無機ＥＬディ
スプレイ装置用電源装置は、入力端子１に供給される直
流電圧Ｖｉｎを変圧して、出力端子２ａ～２ｃにそれぞ
れ電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍ、Ｖｍ及び－Ｖｔｈを発生させる装
置であり、１次巻線１０ａ及び２次巻線１０ｂ～１０ｄ
を有するトランス１０と、トランス１０の１次側に設け
られたスイッチング素子２０ａ及びこれを制御する制御
回路２０ｂと、トランス１０の２次側に設けられた出力
回路３０とを備えている。
【０００７】このような構成を有する従来の電源装置に
おいては、制御回路２０ｂによる制御のもとスイッチン
グ素子２０ａがＰＷＭ制御され、これにより、トランス
１０の２次巻線１０ｂ～１０ｄに、それぞれ電圧Ｖｔ
ｈ、Ｖｍ及び－Ｖｔｈを発生させることができる。かか
る２次側電圧は、出力回路３０を構成するダイオード及
びコンデンサによって整流・平滑され、これによって出
力端子２ａ～２ｃには、それぞれ電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍ、Ｖ
ｍ及び－Ｖｔｈが現れることになる。
【０００８】ここで、制御回路２０ｂによる制御は、出
力端子２ａ～２ｃに現れる電圧のいずれかを監視するこ
とにより行われる。したがって、例えば、出力端子２ｃ
に現れる電圧を監視する場合、制御回路２０ｂは、これ
が電圧－Ｖｔｈに安定するようにスイッチング素子２０
ａをＰＷＭ制御する。これにより、監視対象となる電圧
（例えば、－Ｖｔｈ）のみならず、直接監視していない
他の電圧（例えば、Ｖｔｈ＋Ｖｍ及びＶｍ）について
も、トランス１０の巻数比の関係により、監視対象とな
る電圧と同様、一定に保つことが可能となる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、出力端
子２ａ～２ｃに接続される負荷が大きい場合、直接監視
していない電圧については、監視対象となる電圧に比べ
て変動が起きやすいという問題がある。
【００１０】例えば、出力端子２ｂ（電圧Ｖｍのライ
ン）に対する負荷は、選択された走査配線上の画素のう
ち、点灯状態とされる画素の割合が５０％である場合に
最大となり、５０％から離れるにしたがって負荷は低減
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する。このため、制御回路２０ｂが出力端子２ｃに現れ
る電圧を監視する場合、点灯状態とされる画素の割合が
５０％であるか又はこれに近い場合において電圧Ｖｍの
低下を招き、これにより実際の輝度が低下するという問
題が生じてしまう。一方、出力端子２ｃ（電圧－Ｖｔｈ
のライン）に対する負荷は、選択された走査配線上の画
素のうち、点灯状態とされる画素の割合にしたがって増
加するため、制御回路２０ｂが出力端子２ｃに現れる電
圧を監視する場合、点灯状態とされる画素の割合が１０
０％であるか又はこれに近い場合には、クロスレギュレ
ーションによって電圧Ｖｍが上昇し、実際の輝度が所望
の輝度よりも高くなるという問題が生じてしまう。
【００１１】このように、従来の無機ＥＬディスプレイ
装置用電源装置においては、直接監視していない電圧が
変動しやすく、これにより実際の画素の輝度に誤差を生
じるという問題があった。また、負荷状態の変動はデー
タ配線に印加すべき電圧（Ｖｍ）のラインにおいて特に
顕著であることから、制御回路２０ｂがこれ以外の電圧
を監視することにより制御を行う場合にあっては、上記
電圧の変動は特に顕著となる。
【００１２】したがって、本発明の目的は、負荷状態の
変動に起因する出力電圧の変動が抑制された電源装置及
びこれを用いた無機ＥＬディスプレイ装置を提供するこ
とである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】本発明のかかる目的は、
入力電圧を受けて、互いに電圧の異なる少なくとも第１
及び第２の出力電圧を生成し、これらをそれぞれ第１及
び第２の出力端子に供給する電源装置であって、１次巻
線に前記入力電圧を受けるトランスと、前記トランスの
１次巻線に接続されたスイッチング素子と、前記トラン
スの２次巻線に接続され、それぞれ前記第１及び第２の
出力電圧を生成する第１及び第２の出力回路と、少なく
とも前記第１の出力電圧に基づいて前記スイッチング素
子の動作を制御する制御回路と、前記第１及び第２の出
力端子の少なくとも一方に生じている負荷の状態に基づ
いて、前記第１及び第２の出力端子の少なくとも一方及
びこれと異なる電圧を有する電圧ライン間の抵抗値を変
化させる手段とを備えることを特徴とする電源装置によ
って達成される。
【００１４】本発明によれば、負荷の状態に基づいて、
第１及び第２の出力端子の少なくとも一方及び上記電圧
ライン間の抵抗値を変化させていることから、制御回路
は負荷状態に応じた適切な制御を行うことが可能とな
る。これにより、負荷状態の変動に起因する出力電圧の
変動を効果的に抑制することが可能となる。
【００１５】また、前記手段は、前記第２の出力端子に
生じている負荷が大きいほど前記第１の出力端子及び前
記電圧ライン間の抵抗値を小さくすることが好ましい。
これによれば、第２の出力端子に対する負荷の増大に起
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因した第２の出力電圧の変動を効果的に抑制することが
可能となる。
【００１６】また、前記手段は、前記第２の出力端子に
生じている負荷が大きいほど前記第２の出力端子及び前
記電圧ライン間の抵抗値を大きくすることが好ましい。
これによれば、第２の出力端子に対する負荷の増大に起
因した第２の出力電圧の変動を効果的に抑制することが
可能となる。
【００１７】また、前記電圧ラインがグランドラインで
あることが好ましい。
【００１８】また、前記トランスが第１及び第２のトラ
ンスを含み、前記スイッチング素子が前記第１のトラン
スの１次巻線に接続された第１のスイッチング素子及び
前記第２のトランスの１次巻線に接続された第２のスイ
ッチング素子を含み、前記第１の出力回路が前記第１の
トランスの２次巻線に接続されており、前記第２の出力
回路が前記第２のトランスの２次巻線に接続されてお
り、前記制御回路が前記第１の出力電圧に基づいて前記
第１のスイッチング素子の動作を制御する第１の制御回
路及び前記第２の出力電圧に基づいて前記第２のスイッ
チング素子の動作を制御する第２の制御回路とを含むこ
とが好ましい。これによれば、第１及び第２の出力電圧
の変動をより効果的に抑制することが可能となる。
【００１９】この場合、前記第１及び第２の制御回路
は、それぞれ前記第１及び第２のスイッチング素子をＰ
ＷＭ制御する回路であり、前記第１及び第２の制御回路
によるＰＷＭ制御には、同じのこぎり波が用いられてい
ることがさらに好ましい。これによれば、第１のトラン
スの２次側と第２のトランスの２次側とが互いに干渉し
得る構成であっても干渉を防止することができ、これに
より、干渉に起因する異常発振を効果的に抑制すること
が可能となる。
【００２０】また、前記第１及び第２の制御回路による
ＰＷＭ制御には、一方の周波数が他方の周波数の整数倍
であり、ピーク値となるタイミングが実質的に一致する
第１及び第２ののこぎり波がそれぞれ用いられているこ
ともまた好ましい。これによっても、第１のトランスの
２次側と第２のトランスの２次側との干渉に起因する異
常発振を効果的に抑制することが可能となる。
【００２１】本発明の前記目的はまた、複数の走査配線
及び複数のデータ配線を有する無機ＥＬパネルと、前記
複数の走査配線を駆動するロウドライバと、前記複数の
データ配線を駆動するカラムドライバと、前記ロウドラ
イバ及び前記カラムドライバにおいて用いられる電圧を
生成する電源装置とを備える無機ＥＬディスプレイ装置
であって、前記ロウドライバは少なくとも第１の出力電
圧ラインを介して供給される第１の出力電圧に基づいて
動作し、前記カラムドライバは少なくとも第２の出力電
圧ラインを介して供給される第２の出力電圧に基づいて
動作し、前記電源装置は、１次巻線に入力電圧を受ける
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トランスと、前記トランスの１次巻線に接続されたスイ
ッチング素子と、前記トランスの２次巻線と前記第１及
び第２の出力電圧ラインとの間にそれぞれ設けられた第
１及び第２の出力回路と、少なくとも前記第１の出力電
圧に基づいて前記スイッチング素子の動作を制御する制
御回路と、前記第１及び第２の出力電圧ラインの少なく
とも一方に生じている負荷の状態に基づいて、前記第１
及び第２の出力電圧ラインの少なくとも一方及びこれと
異なる電圧を有する電圧ライン間の抵抗値を変化させる
手段とを備えていることを特徴とする無機ＥＬディスプ
レイ装置によって達成される。
【００２２】この場合、前記手段は、データ配線の総数
及び一つの走査配線上において点灯状態とされる画素の
数に基づいて、前記負荷の状態を判断することが好まし
い。
【００２３】
【発明の実施の形態】以下、添付図面を参照しながら、
本発明の好ましい実施態様について詳細に説明する。
【００２４】図１は、無機ＥＬディスプレイ装置の全体
構成を概略的に示すブロック図である。
【００２５】図１に示すように、無機ＥＬディスプレイ
装置は、ｎ本のデータ配線（コラム配線）１０１

１
～１

０１
ｎ
とｍ本の走査配線（ロウ配線）１０２

１
～１０２

ｍ
とが互いに交差して敷設された無機ＥＬパネル１００
と、各データ配線１０１を駆動するカラムドライバ１１
０と、各走査配線１０２を駆動するロウドライバ１２０
と、カラムドライバ１１０にパルス電圧ＶｍＤを供給す
るカラム電圧制御回路１３０と、ロウドライバ１２０に
パルス電圧ＶＳＰ及びＶＳＮを供給するロウ電圧制御回
路１４０と、無機ＥＬディスプレイ装置全体の動作を制
御するコントローラ１５０と、無機ＥＬディスプレイ装
置において必要な各種電圧を生成する電源装置２００と
を備えている。
【００２６】無機ＥＬパネル１００内において、データ
配線１０１と走査配線１０２との各交点は画素１０３と
なる。これにより、無機ＥＬパネル１００にはｎ×ｍ個
の画素１０３がマトリクス状に配置されることになる。
【００２７】図２は、画素１０３の構造を概略的に示す
図であり、（ａ）はその略平面図、（ｂ）はＡ－Ａ線に
沿った略断面図である。
【００２８】図２（ａ），（ｂ）に示すように、一つの
画素１０３は、基板１０４上に敷設された走査配線１０
２及びこれと交差するデータ配線１０１によって構成さ
れる。画素１０３において、データ配線１０１が設けら
れている方向は無機ＥＬパネル１００の視認方向となる
ことから、少なくともデータ配線１０１については透明
な導電材料を用いる必要があり、特に限定されるもので
はないが、ＩＴＯを用いることが好ましい。一方、走査
配線１０２については透明である必要はなく、金等の金
属を用いることができる。また、データ配線１０１と走
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7
査配線１０２との間には、第１の誘電体層１０５ａ及び
第２の誘電体層１０５ｂに挟まれた無機発光層１０６が
設けられており、データ配線１０１上には透明な保護膜
１０７が設けられている。第１の誘電体層１０５ａ及び
第２の誘電体層１０５ｂの材料としては、特に限定され
るものではないが、ペロブスカイト型強誘電体材料、タ
ングステンブロンズ型強誘電体材料、Ｙ

２
Ｏ
３
、Ｔａ

２

Ｏ
３
、Ａｌ

２
Ｏ
３
、ＳｉＮ、ＢａＴｉＯ

３
等の透明誘電

体薄膜等を用いることができる。また、無機発光層１０
６の材料としては、特に限定されるものではないが、Ｓ
ｒＳ：Ｃｅ／Ｚｎｓ：Ｍｎ等を用いることができる。
【００２９】図３は、画素１０３の等価回路図である。
【００３０】図３に示すように、画素１０３は、データ
配線１０１と走査配線１０２との間に直列接続された抵
抗Ｒ、負荷容量Ｃｐ及び負荷容量Ｃｄと、負荷容量Ｃｐ
に対して並列に接続され、互いに極性が対向するように
直列接続された２つのツェナーダイオードＺ１及びＺ２
とによって表すことができる。抵抗Ｒはデータ配線１０
１の配線抵抗であり、負荷容量Ｃｐは無機発光層１０６
による容量成分であり、負荷容量Ｃｄは第１の誘電体層
１０５ａ及び第２の誘電体層１０５ｂによる容量成分で
ある。一般的には、負荷容量Ｃｐの方が負荷容量Ｃｄよ
りも大きい。
【００３１】また、２つのツェナーダイオードＺ１及び
Ｚ２は、無機発光層１０６の電流・電圧特性基づく要素
であり、両端間の電圧がしきい値電圧Ｖｔｈを超えると
ツェナーブレークが発生し、発光が生じる。したがっ
て、データ配線１０１と走査配線１０２との間の容量
は、発光時においては実質的にＣｄとなり、非発光時に
おいては（Ｃｐ×Ｃｄ）／（Ｃｐ＋Ｃｄ）となる。
【００３２】図４は、画素１０３の発光特性を示すグラ
フである。
【００３３】図４に示すように、画素１０３は、データ
配線１０１と走査配線１０２との間（画素１０３）に印
加される電圧がしきい値Ｖｔｈを超えると発光し、その
光量は、ＶｔｈからＶｔｈ＋Ｖｍの範囲においては画素
１０３に印加される電圧にほぼ比例するが、Ｖｔｈ＋Ｖ
ｍを超えると飽和し、それ以上の光量は得られない。し
たがって、画素１０３に印加する電圧をＶｔｈからＶｔ
ｈ＋Ｖｍまでの間において制御すれば、発光強度を所望
のレベルとすることができる。一方、点灯／非点灯の制
御のみを行う場合には、画素１０３に印加する電圧をＶ
ｔｈ＋Ｖｍとすることにより点灯、Ｖｔｈ未満とするこ
とにより非点灯とすればよい。
【００３４】したがって、無機ＥＬパネル１００上の特
定の画素１０３を発光（点灯）させるためには、対応す
る走査配線１０２に電圧－Ｖｔｈを印加する一方でその
他の走査電極１０２をオープン状態とし、対応するデー
タ電極１０１に電圧Ｖｍを印加する一方でその他のデー
タ配線１０１に接地電圧（ＧＮＤ）を印加すればよい。
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これにより、当該特定の画素１０３に印加される電圧の
みがＶｔｈ＋Ｖｍとなり、その他の画素１０３に印加さ
れる電圧は全てＶｔｈ未満となることから、この画素１
０３のみを発光（点灯）させることができる。
【００３５】しかしながら、無機ＥＬパネル１００にお
いては、画素１０３を交流駆動しなければ、誘電分極が
発生し、輝度が低下してしまう。したがって、所定の走
査配線１０２に電圧－Ｖｔｈを印加し、且つ、所定のデ
ータ電極１０１に電圧Ｖｍを印加することによって特定
の画素１０３を発光させた後は、次に、当該画素１０３
に対して逆方向の電圧を印加することによって再度発光
させる必要がある。具体的には、当該走査配線１０２に
電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍを印加し、当該データ電極１０１に接
地電圧（ＧＮＤ）を印加することにより発光させればよ
い。この場合、非点灯とする画素１０３に対応するデー
タ配線１０１については、電圧Ｖｍを印加する必要があ
る。このように無機ＥＬパネル１００は交流駆動され、
これにより誘電分極による輝度の低下が防止されてい
る。本明細書においては、無機ＥＬパネル１００の交流
駆動において、データ配線１０１側の電圧が高くなるよ
うに駆動することによって画素１０３を発光させる場合
を正方向駆動、逆に、走査配線１０２側の電圧が高くな
るように駆動することによって画素１０３を発光させる
場合を負方向駆動と呼ぶ。
【００３６】図５は、正方向駆動によって、選択された
走査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３が点灯状態と
された場合における無機ＥＬパネル１００の部分等価回
路図である。尚、図５において、点灯（発光）している
画素１０３には丸印が付されている。
【００３７】図５に示すように、正方向駆動によって、
走査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３を点灯させる
場合、走査配線１０２－ｉに電圧－Ｖｔｈを印加するこ
とによってこれを選択状態とし、且つ、全てのデータ配
線１０１

１
～１０１

ｎ
に電圧Ｖｍを印加する。選択され

ない他の走査配線１０２はフローティング状態（Ｈｉ
Ｚ）とされる。これにより、走査配線１０２－ｉ上の全
ての画素１０３については、対応するデータ配線１０１
と走査配線１０２との間の電圧がＶｔｈ＋Ｖｍとなって
しきい値Ｖｔｈを超えることから発光し、その他の画素
１０３については、対応するデータ配線１０１と走査配
線１０２との間の電圧がＶｔｈ未満となることから発光
しない。
【００３８】この場合、発光している画素１０３におい
ては、図３に示すツェナーダイオードＺ２がツェナーブ
レークしていることから、データ配線１０１と走査配線
１０２との間の容量はＣｄとなり（図５においては「Ｃ
ｄ  ｏｎｌｙ」と表記、以下の図においても同様）、そ
の他の画素１０３においては、データ配線１０１と走査
配線１０２との間の容量は（Ｃｐ×Ｃｄ）／（Ｃｐ＋Ｃ
ｄ）となる（図５においては「Ｃｐ，Ｃｄ」と表記、以
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9
下の図においても同様）。
【００３９】ここで、選択されていない走査配線１０２
はフローティング状態（ＨｉＺ）となっており、特定の
電圧が与えられていないことから、各データ配線１０１
間には、画素１０３及び選択されていない走査配線１０
２を介したパスが形成されることになるが、図５に示す
ように、走査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３を点
灯させる場合、全てのデータ配線１０１

１
～１０１

ｎ
の

電圧がＶｍであり、これらの間に電位差が存在しないこ
とから、かかるパスに電流が流れることはない。したが
って、この場合、電圧Ｖｍのラインにかかる負荷は比較
的小さい。一方、選択された走査配線１０２－ｉについ
ては、走査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３に電荷
を供給しなければならないことから、電圧－Ｖｔｈのラ
インにかかる負荷は比較的大きくなる。
【００４０】図６は、負方向駆動によって、選択された
走査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３が点灯状態と
された場合における無機ＥＬパネル１００の部分等価回
路図であり、図６においても、点灯（発光）している画
素１０３には丸印が付されている。
【００４１】図６に示すように、負方向駆動によって、
走査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３を点灯させる
場合、走査配線１０２－ｉに電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍを印加す
ることによってこれを選択状態とし、且つ、全てのデー
タ配線１０１

１
～１０１

ｎ
にグランド電位（ＧＮＤ）を

印加する。選択されない他の走査配線１０２はフローテ
ィング状態（ＨｉＺ）とされる。これにより、走査配線
１０２－ｉ上の全ての画素１０３については、対応する
データ配線１０１と走査配線１０２との間の電圧がＶｔ
ｈ＋Ｖｍとなってしきい値Ｖｔｈを超えることから発光
し、その他の画素１０３については、対応するデータ配
線１０１と走査配線１０２との間の電圧がＶｔｈ未満と
なることから発光しない。
【００４２】この場合、発光している画素１０３におい
ては、図３に示すツェナーダイオードＺ１がツェナーブ
レークしていることから、データ配線１０１と走査配線
１０２との間の容量はＣｄとなり（Ｃｄ  ｏｎｌｙ）、
その他の画素１０３においては、データ配線１０１と走
査配線１０２との間の容量は（Ｃｐ×Ｃｄ）／（Ｃｐ＋
Ｃｄ）となる（Ｃｐ，Ｃｄ）。
【００４３】このように、負方向駆動を行う場合におい
て、走査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３を点灯さ
せる場合には、電圧Ｖｍが印加されるデータ配線１０１
が存在しないことから、電圧Ｖｍのラインにはほとんど
負荷がかからない。一方、選択された走査配線１０２－
ｉについては、走査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０
３に電荷を供給しなければならないことから、電圧Ｖｔ
ｈ＋Ｖｍのラインにかかる負荷は比較的大きくなる。
【００４４】図７は、正方向駆動おいて、選択された走
査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３が非点灯状態と
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された場合における無機ＥＬパネル１００の部分等価回
路図である。
【００４５】図７に示すように、正方向駆動において走
査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３を非点灯とする
場合、走査配線１０２－ｉに電圧－Ｖｔｈを印加するこ
とによってこれを選択状態とし、且つ、全てのデータ配
線１０１

１
～１０１

ｎ
にグランド電位（ＧＮＤ）を印加

する。選択されない他の走査配線１０２はフローティン
グ状態（ＨｉＺ）とされる。これにより、走査配線１０
２－ｉ上の全ての画素１０３のみならず、全ての画素１
０３について、対応するデータ配線１０１と走査配線１
０２との間の電圧がＶｔｈ未満となることから、いかな
る画素１０３も発光しない。
【００４６】このように、正方向駆動を行う場合におい
て、走査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３を非点灯
とする場合には、電圧Ｖｍが印加されるデータ配線１０
１が存在しないことから、電圧Ｖｍのラインにはほとん
ど負荷がかからない。しかも、選択された走査配線１０
２－ｉ上の各画素１０３においては、データ配線１０１
と走査配線１０２との間の容量が小さく、且つ、両端間
の電圧も小さいことから、電圧－Ｖｔｈのラインにかか
る負荷は比較的小さくなる。
【００４７】また、図示しないが、負方向駆動において
走査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３を非点灯とす
る場合、走査配線１０２－ｉに電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍを印加
することによってこれを選択状態とし、且つ、全てのデ
ータ配線１０１

１
～１０１

ｎ
に電圧Ｖｍを印加する。選

択されない他の走査配線１０２はフローティング状態
（ＨｉＺ）とされる。これにより、走査配線１０２－ｉ
上の全ての画素１０３のみならず、全ての画素１０３に
ついて、対応するデータ配線１０１と走査配線１０２と
の間の電圧がＶｔｈ未満となることから、いかなる画素
１０３も発光しない。
【００４８】このように、負方向駆動を行う場合におい
て、走査配線１０２－ｉ上の全ての画素１０３を非点灯
とする場合には、全てのデータ配線１０１

１
～１０１

ｎ

の電圧がＶｍであり、これらの間に電位差が存在しない
ことから、データ配線１０１間に形成されるパスに電流
が流れることはない。したがって、この場合、電圧Ｖｍ
のラインにかかる負荷は比較的小さい。一方、選択され
た走査配線１０２－ｉ上の各画素１０３においては、デ
ータ配線１０１と走査配線１０２との間の容量が小さ
く、且つ、両端間の電圧も小さいことから、電圧Ｖｔｈ
＋Ｖｍのラインにかかる負荷は比較的小さい。
【００４９】図８は、正方向駆動おいて、選択された走
査配線１０２－ｉ上の画素１０３のうち、データ配線１
０１

２ｊ
（ｊは、１～ｎ／２の整数）に対応する画素１

０３が点灯状態とされ、その他のデータ配線１０１

２ｊ－１
に対応する画素１０３が非点灯状態とされた場

合における無機ＥＬパネル１００の部分等価回路図であ
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る。尚、図８においても、点灯（発光）している画素１
０３には丸印が付されており、選択された走査配線１０
２－ｉ上の画素１０３が一つおきに点灯状態となってい
ることが分かる。このような点灯パターンは、「チェッ
カーパターン」と呼ばれることがある。
【００５０】図８に示すように、正方向駆動においてチ
ェッカーパターンを表示させる場合、走査配線１０２－
ｉに電圧－Ｖｔｈを印加することによってこれを選択状
態とし、且つ、データ配線１０１

２ｊ
に電圧Ｖｍ、デー

タ配線１０１
２ｊ－１

にグランド電位（ＧＮＤ）を印加
する。選択されない他の走査配線１０２はフローティン
グ状態（ＨｉＺ）とする。これにより、走査配線１０２
－ｉ上の画素１０３のうち、電圧Ｖｍが印加されている
データ配線１０１

２ｊ
に対応する画素１０３について

は、対応するデータ配線１０１と走査配線１０２との間
の電圧がＶｔｈ＋Ｖｍとなってしきい値Ｖｔｈを超える
ことから発光し、その他の画素１０３については、対応
するデータ配線１０１と走査配線１０２との間の電圧が
Ｖｔｈ未満となることから発光しない。
【００５１】また、図示しないが、負方向駆動において
チェッカーパターンを表示させる場合には、走査配線１
０２－ｉに電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍを印加することによってこ
れを選択状態とし、且つ、データ配線１０１

２ｊ
にグラ

ンド電位（ＧＮＤ）、データ配線１０１
２ｊ－１
に電圧

Ｖｍを印加する。これにより、走査配線１０２－ｉ上の
画素１０３のうち、グランド電位（ＧＮＤ）が印加され
ているデータ配線１０１

２ｊ
に対応する画素１０３につ

いては、対応するデータ配線１０１と走査配線１０２と
の間の電圧がＶｔｈ＋Ｖｍとなってしきい値Ｖｔｈを超
えることから発光し、その他の画素１０３については、
対応するデータ配線１０１と走査配線１０２との間の電
圧がＶｔｈ未満となることから発光しない。
【００５２】このように、選択された走査配線１０２上
の画素１０３を全て点灯或いは全て非点灯とする以外の
場合においては、電圧Ｖｍが印加されるデータ配線１０
１とグランド電位（ＧＮＤ）が印加されるデータ配線１
０１とが混在することから、データ配線１０１

１
～１０

１
ｎ
間に電位差が生じる。これにより、図８に示すよう

に、非選択状態となっている走査配線１０２を介したパ
スに電流Ｉが流れ、画素１０３の容量成分（Ｃｐ×Ｃ
ｄ）／（Ｃｐ＋Ｃｄ）が充電される。かかる電流Ｉは、
電圧Ｖｍが印加されるデータ配線１０１の数とグランド
電位（ＧＮＤ）が印加されるデータ配線１０１の数が近
いほど大きくなるため、チェッカーパターンのように、
点灯状態とされる画素１０３の数と非点灯状態とされる
画素１０３の数が等しい場合、電流Ｉは最大となる。
【００５３】したがって、電圧Ｖｍのラインにかかる負
荷は、点灯状態とされる画素１０３の数と非点灯状態と
される画素１０３の数が近いほど大きくなり、チェッカ
ーパターンのように、点灯状態とされる画素１０３の数
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と非点灯状態とされる画素の数が等しい場合には最大と
なる。ここで、上記電流Ｉは、画素１０３の容量成分
（Ｃｐ×Ｃｄ）／（Ｃｐ＋Ｃｄ）に対する充電電流であ
ることから、無機ＥＬパネル１００の表示面積に比例し
て大きくなる。一方、電圧－Ｖｔｈのライン及び電圧Ｖ
ｔｈ＋Ｖｍのラインにかかる負荷は、点灯状態とされる
画素１０３の数に比例して増大する。
【００５４】図９は、点灯状態とされる画素の割合と各
電圧ラインにかかる負荷との関係を模式的に示すグラフ
であり、（ａ）は点灯状態とされる画素の割合と電圧ラ
イン－Ｖｔｈ及び電圧ラインＶｔｈ＋Ｖｍにかかる負荷
との関係を示しており、（ｂ）は点灯状態とされる画素
の割合と電圧ラインＶｍにかかる負荷との関係を示して
いる。
【００５５】図９（ａ）に示すように、ロウ側に対応す
る電圧ライン－Ｖｔｈ及び電圧ラインＶｔｈ＋Ｖｍにか
かる負荷は、点灯状態とされる画素の割合に実質的に比
例して増大する。したがって、選択された走査配線１０
２上の全ての画素１０３が非点灯となっている場合に負
荷は最小となり、選択された走査配線１０２上の全ての
画素１０３が点灯されている場合に負荷は最大となる。
【００５６】一方、図９（ｂ）に示すように、カラム側
に対応する電圧ラインＶｍにかかる負荷は、選択された
走査配線１０２上の画素１０３のうち、点灯状態とされ
る画素の割合が５０％である場合に最大となり、５０％
から離れるにしたがって負荷は低減する。ここで、正方
向駆動がされる場合には、選択された走査配線１０２上
の全ての画素１０３が非点灯となっている場合において
負荷はほとんどゼロとなり、負方向駆動がされる場合に
は、選択された走査配線１０２上の全ての画素１０３が
点灯されている場合において負荷はほとんどゼロとな
る。
【００５７】また、ロウ側に対応する電圧ライン－Ｖｔ
ｈ及び電圧ラインＶｔｈ＋Ｖｍにかかる負荷、並びに、
カラム側に対応する電圧ラインＶｍにかかる負荷は、い
ずれも無機ＥＬパネル１００が大きいほど重くなるが、
ロウ側に対応する電圧ライン－Ｖｔｈ及び電圧ラインＶ
ｔｈ＋Ｖｍにかかる負荷は、選択された走査配線１０２
において発生するため実質的に無機ＥＬパネル１００の
幅に比例して増大する一方、カラム側に対応する電圧ラ
インＶｍにかかる負荷は、上述のとおり無機ＥＬパネル
１００の表示面積に比例して増大することから、無機Ｅ
Ｌパネル１００が大型であるほど、電圧ラインＶｍにか
かる負荷の方が電圧ライン－Ｖｔｈ及び電圧ラインＶｔ
ｈ＋Ｖｍにかかる負荷よりも大きくなる傾向がある。こ
のため、ほとんどの場合、電圧ラインＶｍにかかる負荷
の方が電圧ライン－Ｖｔｈ及び電圧ラインＶｔｈ＋Ｖｍ
にかかる負荷よりも大きくなる。
【００５８】次に、本実施態様にかかる無機ＥＬディス
プレイ装置を特徴づける電源装置２００の具体的な構成
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について詳述する。
【００５９】図１０は、本実施態様にかかる電源装置２
００の回路図である。
【００６０】図１０に示すように、本実施態様にかかる
電源装置２００は、入力端子２０１に供給される直流電
圧Ｖｉｎを変圧して、出力端子２０２～２０８にそれぞ
れ電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍ、Ｖｍ、－Ｖｔｈ、ＲＶＤＤ、ＲＶ
ＳＳ、ＣＶＤＤ及びＣＶＳＳを発生させる装置であり、
１次巻線２１１及び２次巻線２１２～２１６を有するト
ランス２１０と、トランス２１０の１次側に設けられた
スイッチング素子２３１及びこれを制御する制御回路２
３２と、トランス２１０の２次側に設けられた出力回路
群と、制御回路２３２にのこぎり波ＣＴを供給するのこ
ぎり波生成回路２７０と、電圧Ｖｍのライン（出力端子
２０３）に生じている負荷の状態を判別する負荷状態判
別回路２８０と、負荷状態に応じて電圧－Ｖｔｈのライ
ン（出力端子２０４）にかかる負荷を調整する調整回路
２９０－１とを備えている。
【００６１】トランス２１０の２次側に設けられた出力
回路群は、アノードが２次巻線２１２の一端に接続され
カソードが出力端子２０２に接続されたダイオード２５
０と、アノードが２次巻線２１２の他端（２次巻線２１
３の一端）に接続されカソードが出力端子２０３に接続
されたダイオード２５１と、アノードが出力端子２０４
に接続されカソードが２次巻線２１４の一端に接続され
たダイオード２５２と、アノードが２次巻線２１５の一
端に接続されカソードが出力端子２０５に接続されたダ
イオード２５３と、アノードが２次巻線２１６の一端に
接続されカソードが出力端子２０７に接続されたダイオ
ード２５４と、出力端子２０２と２次巻線２１３の他端
（２次巻線２１４の他端、ＧＮＤ）との間に接続された
コンデンサ２５５と、出力端子２０３と２次巻線２１３
の他端（２次巻線２１４の他端、ＧＮＤ）との間に接続
されたコンデンサ２５６と、出力端子２０４と２次巻線
２１３の他端（２次巻線２１４の他端、ＧＮＤ）との間
に接続されたコンデンサ２５７と、出力端子２０５と出
力端子２０６との間に接続されたコンデンサ２５８と、
出力端子２０７と出力端子２０８との間に接続されたコ
ンデンサ２５９とを備えている。
【００６２】これにより、ダイオード２５０及びコンデ
ンサ２５５、ダイオード２５１及びコンデンサ２５６、
並びに、ダイオード２５２及びコンデンサ２５７は、そ
れぞれ出力電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍ、Ｖｍ及び－Ｖｔｈ用の出
力回路を構成し、ダイオード２５３及びコンデンサ２５
８は出力電圧ＲＶＤＤ及びＲＶＳＳ用の出力回路を構成
し、ダイオード２５４及びコンデンサ２５９は出力電圧
ＣＶＤＤ及びＣＶＳＳ用の出力回路を構成している。
【００６３】制御回路２３２は、電圧－Ｖｔｈが供給さ
れる入力端子２３２ａと、のこぎり波ＣＴが供給される
入力端子２３２ｂと、ＰＷＭ信号２３１ａを出力する出
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力端子２３２ｃとを有し、入力端子２３２ａに供給され
る電圧－Ｖｔｈを受けて、これが安定するように、ＰＷ
Ｍ信号２３１ａのパルス幅を調整する。
【００６４】図１１は、制御回路２３２の具体的な回路
構成の一例を示す回路図である。
【００６５】図１１に示す例による制御回路２３２は、
誤差アンプ３０１と、ホトカプラ３０２と、抵抗３０３
～３０７と、コンデンサ３０８と、コンパレータ３０９
とを備えている。
【００６６】誤差アンプ３０１は、反転入力端子
（－）、非反転入力端子（＋）及び出力端子を備えてお
り、反転入力端子（－）には電圧－Ｖｔｈを抵抗３０３
及び３０４によって分圧した電圧が供給され、非反転入
力端子（＋）には基準電圧Ｖｒｅｆが供給されている。
また、誤差アンプ３０１の反転入力端子（－）と出力端
子との間には、抵抗３０５及びコンデンサ３０８が並列
に接続されている。ここで、基準電圧Ｖｒｅｆは、電圧
－Ｖｔｈが目標電圧に一致している場合において、抵抗
３０３及び３０４の分圧によって得られる電圧に相当す
る。したがって、誤差アンプ３０１は、実際の電圧－Ｖ
ｔｈが目標電圧に比べて高ければ高いほどその出力レベ
ルを低下させ、逆に、実際の電圧－Ｖｔｈが目標電圧に
比べて低ければ低いほどその出力レベルを上昇させる。
また、誤差アンプ３０１の応答性は、反転入力端子
（－）と出力端子との間に接続された抵抗３０５及びコ
ンデンサ３０８によって制限されており、これによって
電圧－Ｖｔｈの異常発振等が防止されている。
【００６７】ホトカプラ３０２は、トランス２１０の１
次側と２次側を絶縁しながら、２次側に属する誤差アン
プ３０１の出力を１次側に伝達する役割を果たし、発光
側素子３０２ａは抵抗３０６を介して与えられる２次側
電源Ｖｃｃ２によって動作し、受光側素子３０２ｂは抵
抗３０７を介して与えられる１次側電源Ｖｃｃ１によっ
て動作する。
【００６８】コンパレータ３０９は、反転入力端子
（－）、非反転入力端子（＋）及び出力端子を備えてお
り、反転入力端子（－）には入力端子２３２ｂを介して
のこぎり波ＣＴが供給され、非反転入力端子（＋）には
ホトカプラ３０２の受光側素子３０２ｂと抵抗３０７の
接続点から取り出されるフィードバック信号ＦＢが供給
される。コンパレータ３０９の出力端子は、出力端子２
３２ｃに接続されており、その出力信号であるＰＷＭ信
号２３１ａはスイッチング素子２３１に供給される。
【００６９】図１２は、コンパレータ３０９により生成
されるＰＷＭ信号２３１ａの波形図である。
【００７０】図１２に示すように、コンパレータ３０９
により生成されるＰＷＭ信号２３１ａは、フィードバッ
ク信号ＦＢのレベルの方がのこぎり波ＣＴのレベルより
も高い場合にはハイレベルとなり、逆に、のこぎり波Ｃ
Ｔのレベルの方がフィードバック信号ＦＢのレベルより
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も高い場合にはローレベルとなる。ここで、のこぎり波
ＣＴの波形は常に一定に保たれることから、ＰＷＭ信号
２３１ａのデューティは、フィードバック信号ＦＢのレ
ベルが高ければ高いほど大きくなり、フィードバック信
号ＦＢのレベルが低ければ低いほど小さくなる。これに
より、実際の電圧－Ｖｔｈが目標値に近づくように、ス
イッチング素子２３１の動作が制御される。
【００７１】図１３は、負荷状態判別回路２８０の回路
構成を示す回路図である。
【００７２】図１３に示すように、負荷状態判別回路２
８０は、コントローラ１５０より供給されるカラム選択
信号Ｃ_select及びロウ選択信号Ｒ_selectを受けるカウ
ンタ２８１と、カウンタ２８１のカウント値ＣＯＵＮＴ
に基づいて選択信号ｄａｍ１～ｄａｍ３のいずれかを活
性化させる判別回路２８２とを備ている。
【００７３】カウンタ２８１は、カラム選択信号Ｃ_sel
ectに含まれるビット「１」の数をカウントする回路で
あり、そのカウント値ＣＯＵＮＴはロウ選択信号Ｒ_sel
ectが活性化するたびにリセットされる。カウントの方
法としては特に限定されず、例えば、カラム選択信号Ｃ
_selectが１ビットずつ供給される場合には、値が
「１」であるビットが供給されるたびにカウント値ＣＯ
ＵＮＴをインクリメントすればよい。カウンタ２８１に
よる最大カウント値はデータ配線の本数と一致してお
り、その値はｎである。すなわち、カウンタ２８１のカ
ウント値ＣＯＵＮＴは、現在選択されている走査配線上
における点灯画素（又は非点灯画素）の数を表してい
る。
【００７４】カウンタ２８１のカウント値ＣＯＵＮＴは
判別回路２８２に供給され、判別回路２８２はこれを受
けて選択信号ｄａｍ１～ｄａｍ３のいずれかを活性化さ
せる。その基準としては、カウント値ＣＯＵＮＴが０又
はその近傍である場合及びｎ又はその近傍である場合に
は選択信号ｄａｍ１を活性化させ、カウント値ＣＯＵＮ
Ｔがｎ／２又はその近傍である場合には選択信号ｄａｍ
３を活性化させ、これらのいずれにも該当しない場合に
は選択信号ｄａｍ２を活性化させる。いずれの選択信号
が活性化するかは、図１４に示すように、カラム側に対
応する電圧Ｖｍのライン（出力端子２０３）にかかる負
荷の状態と一致しており、電圧Ｖｍのラインにかかる負
荷が小さい場合（領域１又は領域５）には選択信号ｄａ
ｍ１が活性化し、電圧Ｖｍのラインにかかる負荷が大き
い場合（領域３）には選択信号ｄａｍ３が活性化し、電
圧Ｖｍのラインにかかる負荷がその中間である場合（領
域２又は領域４）には選択信号ｄａｍ２が活性化するこ
とになる。
【００７５】判別回路２８２の具体的な構成としては、
上述した基準に基づいて選択信号ｄａｍ１～ｄａｍ３の
いずれかを活性化させることが可能であれば、本発明に
おいて特に限定されるものではないが、以下、その具体
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例についていくつか説明する。
【００７６】図１５は、判別回路２８２の具体的な回路
構成の一例を示す回路図である。本例による判別回路２
８２は、カウント値ＣＯＵＮＴの最大数（ｎ）がいかな
る数値であるかに関わらず適用可能な汎用性の高い回路
である。
【００７７】図１５に示す例による判別回路２８２は、
４つの比較回路２８３ａ～２８３ｄとこれら比較回路２
８３ａ～２８３ｄの出力に基づいて選択信号ｄａｍ１～
ｄａｍ３のいずれかを活性化させる論理回路２８４から
なる。これら４つの比較回路２８３ａ～２８３ｄのう
ち、比較回路２８３ａには図１４に示す領域１と領域２
との境界を規定する数（例えば、ｎ／６）が格納され、
比較回路２８３ｂには図１４に示す領域２と領域３との
境界を規定する数（例えば、ｎ／３）が格納され、比較
回路２８３ｃには図１４に示す領域３と領域４との境界
を規定する数（例えば、２ｎ／３）が格納され、比較回
路２８３ｄには図１４に示す領域４と領域５との境界を
規定する数（例えば、５ｎ／６）が格納されており、こ
れら比較回路２８３ａ～２８３ｄは、カウンタ２８１よ
り供給されるカウント値ＣＯＵＮＴと格納された値とを
比較し、その結果に基づいてそれぞれの出力の論理レベ
ルを決定する。例えば、カウント値ＣＯＵＮＴが格納さ
れている値よりも大きければ、その出力をハイレベルと
する。
【００７８】したがって、上記の例においては、カウン
ト値ＣＯＵＮＴがｎ／２であれば比較回路２８３ａ及び
２８３ｂの出力はハイレベル、比較回路２８３ｃ及び２
８３ｄの出力はローレベルとなり、カウント値ＣＯＵＮ
Ｔが３ｎ／４であれば比較回路２８３ａ乃至２８３ｃの
出力はハイレベル、比較回路２８３ｄの出力はローレベ
ルとなる。
【００７９】そして論理回路２８４は、これら４つの比
較回路２８３ａ～２８３ｄからの出力を受け、このうち
ハイレベルとなっている信号の数に応じて選択信号ｄａ
ｍ１～ｄａｍ３のいずれかを活性化させる。具体的に
は、４つの比較回路２８３ａ～２８３ｄからの出力のう
ちハイレベルとなっている信号の数が「０」又は「４」
である場合には選択信号ｄａｍ１を活性化し、「１」又
は「３」である場合には選択信号ｄａｍ２を活性化し、
「２」である場合には選択信号ｄａｍ３を活性化する。
【００８０】以上の構成により、図１５に示す例による
判別回路２８２においては、電圧Ｖｍのラインにかかる
負荷が領域１又は領域５である場合には選択信号ｄａｍ
１を活性化させ、電圧Ｖｍのラインにかかる負荷が領域
２又は領域４である場合には選択信号ｄａｍ２を活性化
させ、電圧Ｖｍのラインにかかる負荷が領域３である場
合には選択信号ｄａｍ３を活性化させることができる。
【００８１】図１６（ａ）は、判別回路２８２の具体的
な回路構成の他の例を示す回路図である。本例による判
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別回路２８２は、カウント値ＣＯＵＮＴの最大数（ｎ）
が２のべき乗またはこれに近い数である場合に有効な回
路であり、非常に簡単な回路構成を有している。
【００８２】図１６（ａ）に示す例による判別回路２８
２は、排他的論理和（ＥＸＯＲ）回路２８５～２８７
と、否定論理和（ＮＯＲ）回路２８８と、論理積（ＡＮ
Ｄ）回路２８９とを備えている。また、図１６（ａ）に
示すように、排他的論理和（ＥＸＯＲ）回路２８５には
カウント値ＣＯＵＮＴの最上位ビット（ｂｉｔ１＝ＭＳ
Ｂ）及び上位２ビット目（ｂｉｔ２）が供給され、排他
的論理和（ＥＸＯＲ）回路２８６にはカウント値ＣＯＵ
ＮＴの最上位ビット（ｂｉｔ１）及び上位３ビット目
（ｂｉｔ３）が供給されており、これら排他的論理和
（ＥＸＯＲ）回路２８５及び２８６の出力は、排他的論
理和（ＥＸＯＲ）回路２８７、否定論理和（ＮＯＲ）回
路２８８及び論理積（ＡＮＤ）回路２８９に対して共通
に供給されている。
【００８３】本例による判別回路２８２の真理値表は図
１６（ｂ）に示すとおりであり、ｂｉｔ１～ｂｉｔ３が
「０００」である場合（カウント値ＣＯＵＮＴ＜ｎ／
８）又は「１１１」である場合（カウント値ＣＯＵＮＴ
≧ｎ７／８）には選択信号ｄａｍ１がハイレベル（活性
化状態）となり、ｂｉｔ１～ｂｉｔ３が「００１」又は
「０１０」である場合（ｎ／８≦カウント値ＣＯＵＮＴ
＜３ｎ／８）や、ｂｉｔ１～ｂｉｔ３が「１０１」又は
「１１０」である場合（５ｎ／８≦カウント値ＣＯＵＮ
Ｔ＜７ｎ／８）には選択信号ｄａｍ２がハイレベル（活
性化状態）となり、ｂｉｔ１～ｂｉｔ３が「０１１」又
は「１００」である場合（３ｎ／８≦カウント値ＣＯＵ
ＮＴ＜５ｎ／８）には選択信号ｄａｍ３がハイレベル
（活性化状態）となる。
【００８４】以上の構成により、図１６（ａ）に示す例
による判別回路２８２においても、電圧Ｖｍのラインに
かかる負荷が領域１又は領域５である場合には選択信号
ｄａｍ１を活性化させ、電圧Ｖｍのラインにかかる負荷
が領域２又は領域４である場合には選択信号ｄａｍ２を
活性化させ、電圧Ｖｍのラインにかかる負荷が領域３で
ある場合には選択信号ｄａｍ３を活性化させることがで
きる。
【００８５】図１７は、調整回路２９０－１の回路図で
ある。
【００８６】図１７に示すように、調整回路２９０－１
は互いに抵抗値の異なるダミー抵抗２９１～２９３及び
これらダミー抵抗２９１～２９３にそれぞれ対応して設
けられたスイッチ２９４～２９６によって構成され、こ
れにより、出力端子２０４とグランド電位（ＧＮＤ）間
にはダミー抵抗２９１及びスイッチ２９４からなる直列
体、ダミー抵抗２９２及びスイッチ２９５からなる直列
体、並びに、ダミー抵抗２９３及びスイッチ２９６から
なる直列体が並列接続されている。ダミー抵抗２９１～
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２９３の具体的な抵抗値としては特に限定されないが、
ダミー抵抗２９１～２９３の抵抗値をそれぞれＲ２９１
～Ｒ２９３とした場合、Ｒ２９１＞Ｒ２９２＞Ｒ２９３
に設定される。
【００８７】また、スイッチ２９４～２９６にはそれぞ
れ選択信号ｄａｍ１～ｄａｍ３が供給されており、対応
する選択信号が活性状態となると導通する。したがっ
て、出力端子２０４とグランド電位（ＧＮＤ）との間の
抵抗値は、選択信号ｄａｍ１が活性状態となっている場
合にはＲ２９１となり、選択信号ｄａｍ２が活性状態と
なっている場合にはＲ２９２となり、選択信号ｄａｍ３
が活性状態となっている場合にはＲ２９３となる。換言
すれば、出力端子２０４とグランド電位（ＧＮＤ）との
間の抵抗値は、電圧Ｖｍのラインにかかる負荷が領域１
又は領域５である場合には「大」、電圧Ｖｍのラインに
かかる負荷が領域２又は領域４である場合には「中」、
電圧Ｖｍのラインにかかる負荷が領域３である場合には
「小」となる。
【００８８】以上が本実施態様にかかる電源装置２００
の構成である。本実施態様においては、かかる構成によ
り、電圧Ｖｍのライン（出力端子２０３）にかかる負荷
が大きいほど出力端子２０４とグランド電位（ＧＮＤ）
との間の抵抗値が下げられ、これによりスイッチング素
子２３１のオン時間がより長くなることから、負荷状態
の変動による電圧Ｖｍのライン（出力端子２０３）の電
圧低下が効果的に抑制される。このため、画素１０３の
輝度を所望のレベルに保つことが可能となる。
【００８９】次に、コントローラ１５０の動作について
説明する。
【００９０】コントローラ１５０は、無機ＥＬディスプ
レイ装置全体の動作を制御する回路であり、外部より供
給されるビデオ信号を受け、これに基づいてカラム選択
信号Ｃ_select及びロウ選択信号Ｒ_selectを生成するほ
か、カラム電圧制御回路１３０の動作タイミングを制御
するためのタイミング信号Ｖｍ_charge、Ｖｍ_discharg
e、Ｖｍ／２_charge及びＶｍ／２_discharge、並びに、
ロウ電圧制御回路１４０の動作タイミングを制御するた
めのタイミング信号Ｐ_charge、Ｐ_discharge、Ｎ_char
ge及びＮ_dischargeを生成する。コントローラ１５０に
より生成される各種信号のうち、カラム電圧制御回路１
３０の動作タイミングを制御するためのタイミング信号
及びロウ電圧制御回路１４０の動作タイミングを制御す
るためのタイミング信号の波形については、後述する。
【００９１】カラム選択信号Ｃ_selectは、カラムドラ
イバ１１０及び電源装置２００に供給される信号であ
り、カラムドライバ１１０は、カラム選択信号Ｃ_selec
tに基づいて、ｎ本のデータ配線１０１

１
～１０１

ｎ
の

中から、点灯させるべき画素１０３に対応するデータ配
線１０１を選択状態とする。尚、選択状態とされたデー
タ配線１０１には、上述のとおり、正方向駆動において
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は電圧Ｖｍが印加され、負正方向駆動においてはグラン
ド電位（ＧＮＤ）が印加される。一方、ロウ選択信号Ｒ
_selectは、ロウドライバ１２０に供給される信号であ
り、ロウドライバ１２０は、ロウ選択信号Ｒ_selectに
基づいて、ｍ本の走査配線１０２

１
～１０２

ｍ
を次々と

選択状態（スキャン）する。尚、選択状態とされた走査
配線１０２には、上述のとおり、正方向駆動においては
電圧－Ｖｔｈが印加され、負正方向駆動においては電圧
Ｖｔｈ＋Ｖｍが印加される。
【００９２】図１８は、カラム電圧制御回路１３０及び
カラムドライバ１１０の具体的構成を示す回路図であ
る。
【００９３】図１８に示すように、カラム電圧制御回路
１３０は、スイッチ１３１ａ～１３１ｄと、ダイオード
１３２ａ～１３２ｄと、コンデンサ１３３と、インダク
タ１３４とによって構成される。スイッチ１３１ａ～１
３１ｄの制御電極には、それぞれタイミング信号Ｖｍ／
２_charge、Ｖｍ／２_discharge、Ｖｍ_charge及びＶｍ
_dischargeが供給されており、スイッチ１３１ａ～１３
１ｄは、それぞれ対応するタイミング信号がハイレベル
となった場合に導通状態となり、ローレベルとなった場
合に非導通状態となる。
【００９４】図１８に示すように、スイッチ１３１ａの
一端及びスイッチ１３１ｂの一端は、コンデンサ１３３
の一端に共通接続されており、コンデンサ１３３の他端
にはグランド電位（ＧＮＤ）が与えられる。また、スイ
ッチ１３１ａの他端はダイオード１３２ａのアノードに
接続されており、スイッチ１３１ｂの他端はダイオード
１３２ｂのカソードに接続されている。ダイオード１３
２ａのカソードとダイオード１３２ｂのアノードは、接
点Ａに共通接続されている。一方、スイッチ１３１ｃの
一端及びスイッチ１３１ｄの一端には、それぞれ電圧Ｖ
ｍ及びグランド電位（ＧＮＤ）が与えられる。スイッチ
１３１ｃ及びスイッチ１３１ｄの他端は、共通接続され
てパルス電圧ＶｍＤの出力端となり、かかるパルス電圧
ＶｍＤは、図１８に示すようにカラムドライバ１１０に
供給される。
【００９５】また、インダクタ１３４は、接点Ａとパル
ス電圧ＶｍＤの出力端との間に接続されている。さら
に、ダイオード１３２ｃのアノード及びダイオード１３
２ｄのカソードは、接点Ａに共通に接続されており、ダ
イオード１３２ｃのカソードには電圧Ｖｍが与えられ、
ダイオード１３２ｄのアノードにはグランド電位（ＧＮ
Ｄ）が与えられる。インダクタ１３４は、無機ＥＬパネ
ル１００が有する負荷容量との共振を行うことによっ
て、かかる負荷容量を効率的に充放電するために用いら
れている。
【００９６】このような構成を有するカラム電圧制御回
路１３０においては、タイミング信号Ｖｍ／２_charg
e、Ｖｍ／２_discharge、Ｖｍ_charge及びＶｍ_dischar
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geに基づいてスイッチ１３１ａ～１３１ｄが順次導通状
態とされ、これによりパルス電圧ＶｍＤは、グランド電
位（ＧＮＤ）から電圧Ｖｍまでの振幅をもったパルス波
形となる。
【００９７】また、図１８に示すように、カラムドライ
バ１１０は、カラム電圧制御回路１３０より供給される
パルス電圧ＶｍＤとグランド電位（ＧＮＤ）との間に接
続されたスイッチ１１１ａ

１
～１１１ａ

ｎ
及びスイッチ

１１１ｂ
１
～１１１ｂ

ｎ
からなるｎ本の直列回路と、こ

れらスイッチの動作を制御する制御回路１１２とを備え
ており、各スイッチの接続点がそれぞれ対応するデータ
配線１０１

１
～１０１

ｎ
となる。制御回路１１２は、電

源装置２００より供給される電圧ＣＶＤＤ及びＣＶＳＳ
を電源として動作する論理回路であり、カラム選択信号
Ｃ_selectに基づき、カラム電圧制御回路１３０の動作
と同期して、スイッチ１１１ａ

１
～１１１ａ

ｎ
及びスイ

ッチ１１１ｂ
１
～１１１ｂ

ｎ
のオン／オフを制御する。

【００９８】かかる制御においては、各直列回路を構成
する２つのスイッチの一方が導通状態、他方が非導通状
態となり、これにより、各データ配線１０１には、パル
ス電圧ＶｍＤ及びグランド電位（ＧＮＤ）のいずれか一
方が供給されることになる。具体的には、正方向駆動さ
れる場合、点灯させるべき画素１０３に対応するデータ
配線１０１にはパルス電圧ＶｍＤ、非点灯とすべき画素
１０３に対応するデータ配線１０１にはグランド電位
（ＧＮＤ）が供給され、逆に、負方向駆動される場合に
は、点灯させるべき画素１０３に対応するデータ配線１
０１にはグランド電位（ＧＮＤ）、非点灯とすべき画素
１０３に対応するデータ配線１０１にはパルス電圧Ｖｍ
Ｄが供給される。
【００９９】図１９は、カラム電圧制御回路１３０及び
カラムドライバ１１０の動作を示すタイミング図であ
る。
【０１００】図１９に示すように、まず、タイミング信
号Ｖｍ／２_chargeがハイレベルとされ、これによりス
イッチ１３１ａが導通すると、コンデンサ１３３に充電
されていた電荷がスイッチ１３１ａ、ダイオード１３２
ａ及びインダクタ１３４を介してカラムドライバ１１０
に供給される。これにより、パルス電圧ＶｍＤ側に接続
されたスイッチ１１１ａ

１
～１１１ａ

ｎ
のうち、導通状

態となっているスイッチに対応する画素１０３のもつ容
量（パネル容量）とインダクタ１３４とが共振し、コン
デンサ１３３が放電されるとともに、パネル容量が充電
される。
【０１０１】次に、このような共振の終了とほぼ同時に
タイミング信号Ｖｍ／２_chargeがローレベル、タイミ
ング信号Ｖｍ_chargeがハイレベルとされ、これにより
スイッチ１３１ｃが導通すると、パルス電圧ＶｍＤは電
圧Ｖｍにクランプされてパネル容量の充電が完了する。
【０１０２】かかる充電完了から数μｓｅｃ～数十μｓ
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ｅｃ経過後、今度は、充電したパネル容量を放電すべ
く、タイミング信号Ｖｍ_chargeがローレベル、タイミ
ング信号Ｖｍ／２_dischargeがハイレベルとされ、これ
によりスイッチ１３１ｂが導通すると、パネル容量に充
電されていた電荷がインダクタ１３４、ダイオード１３
２ｂ及びスイッチ１３１ｂを介してコンデンサ１３３に
戻さる。これにより、パネル容量とインダクタ１３４と
が共振し、パネル容量が放電されるとともに、コンデン
サ１３３が充電される。
【０１０３】そして、このような共振の終了とほぼ同時
にタイミング信号Ｖｍ／２_dischargeがローレベル、タ
イミング信号Ｖｍ_dischargeがハイレベルとされ、これ
によりスイッチ１３１ｄが導通すると、パルス電圧Ｖｍ
Ｄはグランド電位（ＧＮＤ）にクランプされて、パネル
容量の放電が完了する。
【０１０４】カラム電圧制御回路１３０側においては、
このような動作が繰り返されることによって、電圧Ｖｍ
からグランド電位（ＧＮＤ）までの振幅をもったパルス
電圧ＶｍＤが生成される。
【０１０５】一方、カラムドライバ１１０側において
は、図１９に示すように、カラム電圧制御回路１３０の
動作に同期して制御回路１１２の出力内容が変更され
る。したがって、各データ配線１０１の電圧は、対応す
る直列回路を構成する２つのスイッチのうち、パルス電
圧ＶｍＤ側のスイッチが導通している場合にはＶｍとな
り、グランド電位（ＧＮＤ）側のスイッチが導通してい
る場合にはグランド電位（ＧＮＤ）となる。
【０１０６】図２０は、ロウ電圧制御回路１４０及びロ
ウドライバ１２０の具体的構成を示す回路図である。
【０１０７】図２０に示すように、ロウ電圧制御回路１
４０は、スイッチ１４１ａ～１４１ｄと、ダイオード１
４２ａ～１４２ｄと、インダクタ１４３ａ及び１４３ｂ
とによって構成される。スイッチの制御電極には、それ
ぞれＰ_charge、Ｐ_discharge、Ｎ_charge及びＮ_disch
argeが供給されており、スイッチ１４１ａ～１４１ｄ
は、それぞれ対応するタイミング信号がハイレベルとな
った場合に導通状態となり、ローレベルとなった場合に
非導通状態となる。
【０１０８】図２０に示すように、スイッチ１４１ａ～
１４１ｄは、電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍが供給される端子と電圧
－Ｖｔｈが供給される端子との間に直列接続されてお
り、同様に、ダイオード１４２ａ～１４２ｄも、電圧Ｖ
ｔｈ＋Ｖｍが供給される端子と電圧－Ｖｔｈが供給され
る端子との間に直列接続されている。ダイオード１４２
ａのアノードとダイオード１４２ｂのカソードとの接続
点はパルス電圧ＶＳＰの出力端となり、ダイオード１４
２ｃのアノードとダイオード１４２ｄのカソードとの接
続点はパルス電圧ＶＳＮの出力端となる。これらパルス
電圧ＶＳＰ及びパルス電圧ＶＳＮは、いずれもロウドラ
イバ１２０に供給される。
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【０１０９】また、インダクタ１４３ａは、スイッチ１
４１ａ及びスイッチ１４１ｂの共通接続点とパルス電圧
ＶＳＰの出力端との間に接続されており、インダクタ１
４３ｂは、スイッチ１４１ｃ及びスイッチ１４１ｄの共
通接続点とパルス電圧ＶＳＮの出力端との間に接続され
ている。さらに、ダイオード１４２ｃのアノード及びダ
イオード１４２ｃのカソードにはグランド電位（ＧＮ
Ｄ）が与えられる。
【０１１０】このような構成を有するロウ電圧制御回路
１４０においては、タイミング信号Ｐ_charge、Ｐ_disc
harge、Ｎ_discharge及びＮ_chargeに基づいてスイッチ
１４１ａ～１４１ｄが順次導通状態とされ、これにより
パルス電圧ＶＳＰは、グランド電位（ＧＮＤ）から電圧
Ｖｔｈ＋Ｖｍまでの振幅をもったパルス波形となり、パ
ルス電圧ＶＳＮは、電圧－Ｖｔｈからグランド電位（Ｇ
ＮＤ）までの振幅をもったパルス波形となる。
【０１１１】また、図２０に示すように、ロウドライバ
１２０は、ロウ電圧制御回路１４０より供給されるパル
ス電圧ＶＳＰとＶＳＮとの間に接続されたスイッチ１２
１ａ

１
～１２１ａ

ｍ
及びスイッチ１２１ｂ

１
～１２１ｂ

ｍ
からなるｍ本の直列回路と、これらスイッチの動作を
制御する制御回路１２２とを備えており、各スイッチの
接続点がそれぞれ対応する走査配線１０２

１
～１０２

ｍ

となる。制御回路１２２は、電源装置２００より供給さ
れる電圧ＲＶＤＤ及びＲＶＳＳを電源として動作する論
理回路であり、ロウ選択信号Ｒ_selectに基づき、ロウ
電圧制御回路１４０の動作と同期して、スイッチ１２１
ａ
１
～１２１ａ

ｍ
及びスイッチ１２１ｂ

１
～１２１ｂ

ｍ

のオン／オフを制御する。
【０１１２】かかる制御においては、選択された走査配
線１０２に対応する直列回路の一方のスイッチが導通状
態、他方が非導通状態となり、これにより、選択された
走査配線１０２には、パルス電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍ及びパル
ス電圧－Ｖｔｈのいずれか一方が供給されることにな
る。具体的には、正方向駆動される場合、選択された走
査配線１０２にはパルス電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍが供給され、
逆に、負方向駆動される場合、選択された走査配線１０
２にはパルス電圧－Ｖｔｈが供給される。また、非選択
となるその他の走査配線１０２に対応する直列回路につ
いては、両方のスイッチが非導通状態となり、これによ
り、非選択となる走査配線１０２はハイインピーダンス
状態（ＨｉＺ）となる。
【０１１３】ロウ電圧制御回路１４０及びロウドライバ
１２０の動作は、正方向駆動と負方向駆動の切り替えを
どのように行うか、すなわち、ロウ側の駆動方法によっ
て異なる。ロウ側の駆動方法としては特に限定されない
が、最初のフレームにおいては奇数番号が割り当てられ
た走査配線１０２を正方向駆動、偶数番号が割り当てら
れた走査配線１０２を負方向駆動し、逆に、次のフレー
ムにおいては奇数番号が割り当てられた走査配線１０２



(13) 特開２００３－３３３８４９

10

20

30

40

50

23
を負方向駆動、偶数番号が割り当てられた走査配線１０
２を正方向駆動する方法（第１の駆動方法）、最初のフ
レームにおいては全ての走査配線１０２を正方向駆動
し、次のフレームにおいては全ての走査配線１０２を負
方向駆動する方法（第２の駆動方法）、さらには、最初
のフレームにおいては連続する数本の走査配線１０２ご
とに正方向駆動・負方向駆動を切り替え、次のフレーム
においては、先のフレームで正方向駆動した組を負方向
駆動し、先のフレームで負方向駆動した組を正方向駆動
する方法（第３の駆動方法）等を用いることができる。
【０１１４】第１の駆動方法を用いた場合、正方向駆動
と負方向駆動がスキャンごとに切り替えられることか
ら、電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍのラインにかかる負荷と電圧－Ｖ
ｔｈのラインにかかる負荷とが短い単位時間内において
均等となり、電源装置２００のコンデンサ２５５、２５
７の容量を小さくすることができるとともに、スイッチ
ング素子２３１のスイッチング周波数を低く設定するこ
とが可能となる。但し、正方向駆動と負方向駆動がスキ
ャンごとに切り替えられることから、無機ＥＬパネル１
００自体の振動周波数が高くなり、可聴ノイズが目立つ
場合もある。
【０１１５】一方、第２の駆動方法を用いた場合、正方
向駆動と負方向駆動がフレームごとに切り替えられるこ
とから、無機ＥＬパネル１００自体の振動周波数が低
く、可聴ノイズが抑制される。但し、１フレーム中にお
いて、電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍのライン及び電圧－Ｖｔｈのラ
インの一方からの電力を消費し続け、他方の電力はほと
んど消費しないことから、場合によっては、コンデンサ
２５５、２５７の容量を大きくしたり、スイッチング素
子２３１のスイッチング周波数を高く設定する必要があ
る。
【０１１６】このように、第１の駆動方法のメリット・
デメリットと、第２の駆動方法のメリット・デメリット
とは正反対の関係にある。したがって、第１の駆動方法
を用いると可聴ノイズが目立つような場合には、第３の
駆動方法のように走査配線１０２を複数本の組に分け、
組単位で正方向駆動と負方向駆動を切り替えることが有
効である。これによれば、コンデンサ２５５、２５７の
容量をある程度小さく設定し、且つ、スイッチング素子
２３１のスイッチング周波数をある程度低く設定しつ
つ、可聴ノイズを抑制することが可能となる。
【０１１７】次に、第１の駆動方法を用いた場合におけ
るロウ電圧制御回路１４０及びロウドライバ１２０の動
作について説明する。
【０１１８】図２１は、ロウ電圧制御回路１４０及びロ
ウドライバ１２０の動作を示すタイミング図である。
【０１１９】図２１に示すように、まず、タイミング信
号Ｐ_chargeがハイレベルとされ、これによりスイッチ
１４１ａが導通すると、電源装置２００より供給される
電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍがインダクタ１４３ａを介してパルス
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電圧ＶＳＰの出力端に供給される。これにより、パルス
電圧ＶＳＰは、電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍまで上昇する。次に、
タイミング信号Ｐ_chargeがローレベルとされた後、タ
イミング信号Ｐ_dischargeがハイレベルとされる。これ
によりスイッチ１４１ｂが導通すると、パルス電圧ＶＳ
Ｐの出力端はインダクタ１４３ａを介して接地されるこ
とから、パルス電圧ＶＳＰは、グランド電位（ＧＮＤ）
まで低下する。
【０１２０】次に、タイミング信号Ｎ_chargeがハイレ
ベルとされ、これによりスイッチ１４１ｄが導通する
と、電源装置２００より供給される電圧－Ｖｔｈがイン
ダクタ１４３ｂを介してパルス電圧ＶＳＮの出力端に供
給される。これにより、パルス電圧ＶＳＮは、電圧－Ｖ
ｔｈまで低下する。次に、タイミング信号Ｎ_chargeが
ローレベルとされた後、タイミング信号Ｎ_dischargeが
ハイレベルとされる。これによりスイッチ１４１ｃが導
通すると、パルス電圧ＶＳＮの出力端はインダクタ１４
３ｂを介して接地されることから、パルス電圧ＶＳＮ
は、グランド電位（ＧＮＤ）まで上昇する。
【０１２１】ロウ電圧制御回路１４０側においては、こ
のような動作が繰り返されることによって、グランド電
位（ＧＮＤ）から電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍまでの振幅をもった
パルス電圧ＶＳＰ及びグランド電位（ＧＮＤ）から電圧
－Ｖｔｈまでの振幅をもったパルス電圧ＶＳＮが生成さ
れる。ここで、パルス電圧ＶＳＰの有効パルス（電圧Ｖ
ｔｈ＋Ｖｍまで上昇した状態）は１スキャンタイミング
おきに発生し、同様に、パルス電圧ＶＳＮの有効パルス
（電圧－Ｖｔｈまで低下した状態）も１スキャンタイミ
ングおきに発生する。但し、図２１に示すように、パル
ス電圧ＶＳＰの波形とパルス電圧ＶＳＮの波形とは位相
が１８０度ずれており、パルス電圧ＶＳＰとパルス電圧
ＶＳＮの有効パルスが同時に発生することはない。
【０１２２】一方、ロウドライバ１２０側においては、
図２１に示すように、ロウ電圧制御回路１４０の動作に
同期して制御回路１２２の出力内容が変更される。した
がって、選択された走査配線１０２の電圧は、正方向駆
動される場合にあっては対応する直列回路を構成する２
つのスイッチのうち、パルス電圧ＶＳＰ側のスイッチが
導通状態とされてＶｔｈ＋Ｖｍとなり、負方向駆動され
る場合にあっては対応する直列回路を構成する２つのス
イッチのうち、パルス電圧ＶＳＮ側のスイッチが導通状
態とされて－Ｖｔｈとなる。また、非選択となるその他
の走査配線１０２については、対応する直列回路を構成
する２つのスイッチがいずれも非導通状態とされること
から、ハイインピーダンス状態となる。
【０１２３】以下、選択された走査配線１０２に印加さ
れる電圧をスキャン電圧ＶＳＣＡＮ、所定のデータ配線
１０１上の電圧をモジュレーション電圧ＶｍＭＯＤと呼
び、第１の駆動方法を用いた場合におけるスキャン電圧
ＶＳＣＡＮとモジュレーション電圧ＶｍＭＯＤとの関係
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について説明する。
【０１２４】図２２は、第１の駆動方法を用いた場合に
おけるスキャン電圧ＶＳＣＡＮとモジュレーション電圧
ＶｍＭＯＤとの関係を示すタイミング図である。尚、図
２２には、パルス電圧ＶｍＤの波形が併せて示されてい
る。
【０１２５】図２２に示すように、第１の駆動方法を用
いた場合、スキャン電圧ＶＳＣＡＮは、パルス電圧Ｖｍ
Ｄの電圧がＶｍまで上昇するたびに極性が反転する波形
となる。この場合、スキャン電圧ＶＳＣＡＮがピーク値
（電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍまたは電圧－Ｖｔｈ）となるタイミ
ングは、図２２に示すように、パルス電圧ＶｍＤのピー
ク値（電圧Ｖｍ）となるタイミングよりも僅かに遅らせ
ることが好ましい（図２２においては、かかる遅れを
「ｄｅｌａｙ」と表記）。このようにすれば、電源装置
２００に対する負担を時間的に分散させることができ
る。
【０１２６】また、スキャン電圧ＶＳＣＡＮの有効パル
スが電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍとなる期間は正方向駆動される期
間であり、電圧－Ｖｔｈとなる期間は負方向駆動される
期間である。ここで、図２２に示すように、正方向駆動
される期間においてモジュレーション電圧ＶｍＭＯＤが
グランド電位（ＧＮＤ）である場合、並びに、負方向駆
動される期間においてモジュレーション電圧ＶｍＭＯＤ
が電圧Ｖｍである場合には、対応する画素１０３は点灯
状態となる。一方、正方向駆動される期間においてモジ
ュレーション電圧ＶｍＭＯＤが電圧Ｖｍである場合、並
びに、負方向駆動される期間においてモジュレーション
電圧ＶｍＭＯＤがグランド電位（ＧＮＤ）である場合に
は、対応する画素１０３は非点灯状態となる。
【０１２７】したがって、各データ配線１０１

１
～１０

１
ｎ
の電圧をＶｍまたはグランド電位（ＧＮＤ）に設定

することにより、選択された走査配線１０２上の各画素
１０３を点灯または非点灯とすることができるので、選
択する走査配線１０２を次々に切り替えながら、各デー
タ配線１０１

１
～１０１

ｎ
の電圧をＶｍまたはグランド

電位（ＧＮＤ）に設定することによって、無機ＥＬパネ
ル１００上に所望の文字・図形等を表示させることが可
能となる。
【０１２８】このように、本実施態様にかかる無機ＥＬ
ディスプレイ装置においては、電源装置２００に負荷状
態判別回路２８０及び調整回路２９０－１を設けること
によって、電圧Ｖｍのライン（出力端子２０３）にかか
る負荷が大きいほど出力端子２０４とグランド電位（Ｇ
ＮＤ）との間の抵抗値を下げていることから、負荷状態
の変動による電圧Ｖｍのライン（出力端子２０３）の電
圧低下を効果的に抑制することが可能となる。
【０１２９】尚、上記実施態様においては、負荷状態判
別回路２８０及び調整回路２９０－１を用いることによ
り、電圧Ｖｍのライン（出力端子２０３）の負荷状態に

26
基づいて出力端子２０４とグランド電位（ＧＮＤ）との
間の抵抗値を３段階に変化させているが、電圧Ｖｍのラ
イン（出力端子２０３）の負荷状態をさらに細かく判別
することにより上記抵抗値を４段階以上に変化させてよ
り細かい調整を行っても構わないし、逆に、電圧Ｖｍの
ライン（出力端子２０３）の負荷状態の判別を２段階と
することにより上記抵抗値の変化を２段階のみとし、回
路構成を簡素化しても構わない。
【０１３０】また、上記実施態様においては、調整回路
２９０－１に含まれるスイッチ２９４～２９６のいずれ
かを導通させることによって各負荷状態に応じた調整を
行っているが、負荷状態に応じて複数のスイッチを同時
に導通させても構わない。例えば、抵抗２９１～２９３
の抵抗値を互いに等しく設定し、電圧Ｖｍのラインにか
かる負荷が図１４に示す領域１又は領域５である場合に
はスイッチを１つだけ導通させ、電圧Ｖｍのラインにか
かる負荷が図１４に示す領域２又は領域４である場合に
はスイッチを２つ導通させ、電圧Ｖｍのラインにかかる
負荷が図１４に示す領域３である場合には全てのスイッ
チ（３つ）を導通させても構わない。さらに、調整回路
２９０－１内のダミー抵抗として可変抵抗を用い、これ
によって抵抗値を変化させても構わない。
【０１３１】さらに、上記実施態様においては、調整回
路２９０－１を出力端子２０４（電圧－Ｖｔｈのライ
ン）とグランド電位（ＧＮＤ）間に接続しているが、代
わりに、図２３に示すように、調整回路２９０－１と同
様の回路構成を有する調整回路２９０－２を出力端子２
０３（電圧Ｖｍのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）間
に接続しても構わない。この場合、上記実施態様とは逆
に、電圧Ｖｍのラインにかかる負荷が大きいほど出力端
子２０３（電圧Ｖｍのライン）とグランド電位（ＧＮ
Ｄ）間の抵抗を大きくし、逆に、電圧Ｖｍのラインにか
かる負荷が小さいほど出力端子２０３（電圧Ｖｍのライ
ン）とグランド電位（ＧＮＤ）間の抵抗を小さくするこ
とによって、負荷状態の変動による電圧Ｖｍのライン
（出力端子２０３）の電圧低下を抑制することができ
る。
【０１３２】また、図２４に示すように、出力端子２０
４（電圧－Ｖｔｈのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）
間に調整回路２９０－１を設けるとともに、出力端子２
０３（電圧Ｖｍのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）間
に調整回路２９０－２を設けても構わない。この場合、
調整回路２９０－１については、上述の通り電圧Ｖｍの
ラインにかかる負荷が大きいほど出力端子２０４（電圧
－Ｖｔｈのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）間の抵抗
を小さくし、調整回路２９０－２については、電圧Ｖｍ
のラインにかかる負荷が大きいほど出力端子２０３（電
圧Ｖｍのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）間の抵抗を
大きくすればよい。
【０１３３】次に、本発明の好ましい他の実施態様につ
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いて説明する。
【０１３４】図２５は、本発明の好ましい他の実施態様
にかかる電源装置３００の回路図である。図２５に示す
ように、本実施態様にかかる電源装置３００は、上記実
施態様にかかる電源装置２００のうち、データ配線１０
１

１
～１０１

ｎ
に印加すべき電圧（Ｖｍ）を生成するた

めの部分をその他の部分から分離し、独立させた構成を
有する。図２５において、上記実施態様にかかる電源装
置２００と同じ構成要素については同じ符号が付されて
おり、これらについての重複する説明は省略する。
【０１３５】図２５に示すように、本実施態様にかかる
電源装置３００は、１次巻線２２１及び２次巻線２２２
を有するトランス２２０と、トランス２２０の１次側に
設けられたスイッチング素子２４１及びこれを制御する
制御回路２４２と、トランス２２０の２次側に設けられ
た出力回路とを備えている。トランス２２０の２次側に
設けられた出力回路は、アノードが２次巻線２２２の一
端に接続されカソードが出力端子２０３に接続されたダ
イオード２６１と、出力端子２０３と２次巻線２２２の
他端との間に接続されたコンデンサ２６２からなり、こ
れらは出力電圧Ｖｍ用の出力回路を構成している。ま
た、トランス２１０の２次巻線２１２の他端は、配線２
９７を介して出力端子２０３に接続されている。
【０１３６】制御回路２４２は、電圧Ｖｍが供給される
入力端子２４２ａと、のこぎり波ＣＴが供給される入力
端子２４２ｂと、ＰＷＭ信号２４１ａを出力する出力端
子２４２ｃとを有し、入力端子２４２ａに供給される電
圧Ｖｍを受けて、これが安定するように、ＰＷＭ信号２
４１ａのパルス幅を調整する。図２５に示すように、制
御回路２３２及び制御回路２４２には、のこぎり波生成
回路２７０より供給されるのこぎり波ＣＴが共通に供給
されているため、スイッチング素子２３１のスイッチン
グ動作及びスイッチング素子２４１のスイッチング動作
は、いずれものこぎり波ＣＴに同期したものとなる。
尚、制御回路２４２の具体的な回路としては、図１１に
示した回路と同様の回路を用いることができる。
【０１３７】また、本実施態様においては、電圧－Ｖｔ
ｈのライン（出力端子２０４）に生じている負荷の状態
を判別する負荷状態判別回路３８０と、負荷状態に応じ
て電圧－Ｖｔｈのライン（出力端子２０４）にかかる負
荷を調整する調整回路２９０－３とが備えられている。
【０１３８】負荷状態判別回路３８０の回路構成として
は、図１１に示した負荷状態判別回路２８０と同様の回
路構成を用いることができ、これに含まれる判別回路２
８２は、カウンタ２８１のカウント値ＣＯＵＮＴに基づ
いて選択信号ｄａｍ４～ｄａｍ６のいずれかを活性化さ
せる。その基準としては、カウント値ＣＯＵＮＴが０又
はその近傍である場合には選択信号ｄａｍ４を活性化さ
せ、カウント値ＣＯＵＮＴがｎ又はその近傍である場合
には選択信号ｄａｍ６を活性化させ、これらのいずれに
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も該当しない場合には選択信号ｄａｍ５を活性化させ
る。いずれの選択信号が活性化するかは、図２６に示す
ように、ロウ側に対応する電圧－Ｖｔｈのライン（出力
端子２０４）にかかる負荷の状態と一致しており、電圧
－Ｖｔｈラインにかかる負荷が小さい場合（領域１又は
領域２）には選択信号ｄａｍ４が活性化し、電圧－Ｖｔ
ｈのラインにかかる負荷が大きい場合（領域４又は領域
５）には選択信号ｄａｍ６が活性化し、電圧－Ｖｔｈの
ラインにかかる負荷がその中間である場合（領域３）に
は選択信号ｄａｍ５が活性化することになる。尚、図２
６に示す領域１～領域５は、図１４に示した領域１～領
域５に対応している。
【０１３９】負荷状態判別回路３８０における判別回路
２８２の具体的な構成としては、上述した基準に基づい
て選択信号ｄａｍ４～ｄａｍ６のいずれかを活性化させ
ることが可能であれば、本発明において特に限定される
ものではなく、図１５を用いて説明したように複数の比
較回路２８３及び論理回路２８４からなる回路を用いて
も良いし、図１６を用いて説明したようにＣＯＵＮＴ値
の上位ビットに基づいて選択信号ｄａｍ４～ｄａｍ６を
生成する複数のゲート回路を用いても良い。また、調整
回路２９０－３としては、上述した調整回路２９０－１
と同様の回路を用いることができる。
【０１４０】以上の構成により、本実施態様にかかる電
源装置３００においては、電圧－Ｖｔｈのライン（出力
端子２０４）にかかる負荷が大きいほど出力端子２０４
とグランド電位（ＧＮＤ）との間の抵抗値が下げられ、
これによりスイッチング素子２３１のオン時間がより長
くなることから、負荷状態の変動による電圧－Ｖｔｈの
ライン（出力端子２０４）の電圧低下が効果的に抑制さ
れる。このため、画素１０３の輝度を所望のレベルに保
つことが可能となる。
【０１４１】しかも、本実施態様においては、データ配
線１０１

１
～１０１

ｎ
に印加すべき電圧（Ｖｍ）を生成

するための部分がその他の部分から分離し、独立した構
成を有していることから、データ配線１０１

１
～１０１

ｎ
に印加すべき電圧（Ｖｍ）及び走査配線１０２

１
～１

０１
ｍ
に印加すべき電圧（－Ｖｔｈ）の両方をより正確

に安定化させることが可能となる。
【０１４２】さらに、本実施態様においては、制御回路
２３２と制御回路２４２とは、共通ののこぎり波ＣＴを
用いていることから、スイッチング素子２３１のスイッ
チング動作及びスイッチング素子２４１のスイッチング
動作は、いずれものこぎり波ＣＴに同期したものとな
る。このため、トランス２１０の２次側とトランス２２
０の２次側とが配線２９７を介して接続されているにも
関わらず、これらトランス２１０及び２２０が互いに干
渉しあうことがほとんどなくなり、このため、配線２９
７による接続に起因する異常発振が効果的に抑制され
る。
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【０１４３】尚、上記実施態様においては、制御回路２
３２及び２４２に共通ののこぎり波ＣＴを供給すること
によってこれらの動作を同期させているが、制御回路２
３２の動作と制御回路２４２の動作が同期する限りにお
いて、共通ののこぎり波ＣＴを用いることは必須でな
い。
【０１４４】したがって、例えば、図２７に示すよう
に、第１ののこぎり波ＣＴ１と、第１ののこぎり波ＣＴ
１の整数倍（図２７においては２倍）の周波数を有する
第２ののこぎり波ＣＴ２とを用い、これらの一方を制御
回路２３２に供給し、他方を制御回路２４２に供給する
ことによってこれらの同期を確保しても構わない。この
場合、制御回路２３２の動作と制御回路２４２の動作と
を同期させるためには、第１ののこぎり波ＣＴ１がピー
ク値となるタイミングと第２ののこぎり波ＣＴ２がピー
ク値となるタイミングとを実質的に一致させる必要があ
る。
【０１４５】また、この場合、電源装置３００のうち負
荷が重い側の部分に対応する制御回路に周波数の高いの
こぎり波（ＣＴ２）を供給することが好ましい。したが
って、上述のとおり、無機ＥＬパネル１００が大型であ
るほど、カラム側に対応する電圧ラインＶｍにかかる負
荷の方が、ロウ側に対応する電圧ラインＶｔｈ＋Ｖｍや
電圧ライン－Ｖｔｈにかかる負荷よりも大きくなる傾向
があり、通常の無機ＥＬパネル１００においてはカラム
側に対応する電圧ラインＶｍにかかる負荷の方が、ロウ
側に対応する電圧ラインＶｔｈ＋Ｖｍや電圧ライン－Ｖ
ｔｈにかかる負荷よりも大きいことから、周波数の高い
第２ののこぎり波ＣＴ２を制御回路２４２に供給し、周
波数の低い第１ののこぎり波ＣＴ１を制御回路２３２に
供給することが好ましい。
【０１４６】尚、上記実施態様においては、負荷状態判
別回路３８０及び調整回路２９０－３を用いることによ
り、電圧－Ｖｔｈのライン（出力端子２０４）の負荷状
態に基づいて出力端子２０４とグランド電位（ＧＮＤ）
との間の抵抗値を３段階に変化させているが、電圧－Ｖ
ｔｈのライン（出力端子２０４）の負荷状態をさらに細
かく判別することにより上記抵抗値を４段階以上に変化
させてより細かい調整を行っても構わないし、逆に、電
圧－Ｖｔｈのライン（出力端子２０４）の負荷状態の判
別を２段階とすることにより上記抵抗値の変化を２段階
のみとし、回路構成を簡素化しても構わない。また、負
荷状態に応じて調整回路２９０－３に含まれる複数のス
イッチを同時に導通させても構わないし、調整回路２９
０－３内のダミー抵抗として可変抵抗を用い、これによ
って抵抗値を変化させても構わない。
【０１４７】さらに、上記実施態様においては、調整回
路２９０－３を出力端子２０４（電圧－Ｖｔｈのライ
ン）とグランド電位（ＧＮＤ）間に接続しているが、代
わりに、図２８に示すように、調整回路２９０－３と同
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様の回路構成を有する調整回路２９０－４を出力端子２
０３（電圧Ｖｍのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）間
に接続しても構わない。この場合、調整回路２９０－４
を制御する回路としては負荷状態判別回路２８０を用
い、図１７に示す調整回路２９０－１とは逆に、電圧Ｖ
ｍのラインにかかる負荷が大きいほど出力端子２０３
（電圧Ｖｍのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）間の抵
抗を小さくし、逆に、電圧Ｖｍのラインにかかる負荷が
小さいほど出力端子２０３（電圧Ｖｍのライン）とグラ
ンド電位（ＧＮＤ）間の抵抗を大きくすればよい。これ
により、電圧Ｖｍのラインにかかる負荷が大きいほどス
イッチング素子２４１のオン時間がより長くなることか
ら、負荷状態の変動による電圧Ｖｍのライン（出力端子
２０３）の電圧低下が効果的に抑制される。したがっ
て、画素１０３の輝度を所望のレベルに保つことが可能
となる。
【０１４８】また、図２９に示すように、出力端子２０
４（電圧－Ｖｔｈのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）
間に調整回路２９０－３を設けるとともに、出力端子２
０３（電圧Ｖｍのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）間
に調整回路２９０－４を設けても構わない。この場合、
調整回路２９０－３については、上述の通り電圧－Ｖｔ
ｈのラインにかかる負荷が大きいほど出力端子２０４
（電圧－Ｖｔｈのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）間
の抵抗を小さくし、調整回路２９０－４については、電
圧Ｖｍのラインにかかる負荷が大きいほど出力端子２０
３（電圧Ｖｍのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）間の
抵抗を小さくすればよい。
【０１４９】次に、本発明の好ましいさらに他の実施態
様について説明する。
【０１５０】図３０は、本発明の好ましいさらに他の実
施態様にかかる電源装置４００の回路図である。図３０
に示すように、本実施態様にかかる電源装置４００は、
図２５に示す電源装置３００に備えられた制御回路２４
２が制御回路４４２に置き換えられた構成を有する。そ
の他の構成については、上記実施態様にかかる電源装置
３００と同様であることから、同じ構成要素については
同じ符号を付し、重複する説明は省略する。
【０１５１】制御回路４４２は、電圧－Ｖｔｈが供給さ
れる入力端子４４２ａと、のこぎり波ＣＴが供給される
入力端子４４２ｂと、電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍが供給される入
力端子４４２ｄと、ＰＷＭ信号２４１ａを出力する出力
端子４４２ｃとを有し、入力端子４４２ａに供給される
電圧Ｖｍを受けて、これが安定するように、ＰＷＭ信号
２４１ａのパルス幅を調整するとともに、電圧Ｖｔｈ＋
Ｖｍが過電圧状態となった場合には、ＰＷＭ信号２４１
ａのパルス幅を急速に狭くする。
【０１５２】図３１は、制御回路４４２の回路図であ
る。図３１に示すように、制御回路４４２は、制御回路
２４２に対し、ホトカプラ４０１と、抵抗４０２及び４
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０３と、トランジスタ４０４と、ツェナーダイオード４
０５とが付加された構成を有する。その他の構成につい
ては、上述した制御回路２４２と同様であることから、
同じ構成要素については同じ符号を付し、重複する説明
は省略する。
【０１５３】ホトカプラ４０１は、発光側素子４０１ａ
及び受光側素子４０１ｂからなり、発光側素子４０１ａ
の一端は抵抗４０２を介して２次側電源Ｖｃｃ２に接続
され、発光側素子４０１ａの他端はトランジスタ４０４
を介してグランド電位（ＧＮＤ）に接続されている。ま
た、ホトカプラ４０１の受光側素子４０１ｂは、コンパ
レータ３０９の非反転入力端子（＋）とグランド電位
（ＧＮＤ）との間に接続されている。
【０１５４】また、ツェナーダイオード４０５は、アノ
ードがトランジスタ４０４のベース電極に接続されてお
り、カソードが入力端子４４２ｄに接続されている。抵
抗４０３は、トランジスタ４０４のベース電極とグラン
ド電位（ＧＮＤ）との間に接続され、トランジスタ４０
４のベース電極がフローティング状態となるのを防止し
ている。
【０１５５】このような構成からなる制御回路４４２に
おいては、入力端子４４２ｄに供給される電圧Ｖｔｈ＋
Ｖｍが所定値未満である場合（通常状態）には、トラン
ジスタ４０４は非導通状態を保ち、このため、上述した
制御回路２４２と全く同様の動作を行う。一方、入力端
子４４２ｄに供給される電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍが過電圧状態
となり、これがツェナーダイオード４０５の降伏電圧を
超えると、トランジスタ４０４が導通状態となる。これ
により、ホトカプラ４０１の発光側素子４０１ａに電流
が流れて発光し、これを受けたホトカプラ４０１の受光
側素子４０１ｂにも電流が流れる。このため、コンパレ
ータ３０９の非反転入力端子（＋）のレベルであるフィ
ードバック電圧ＦＢが急速に低下し、その結果、コンパ
レータ３０９の出力であるＰＷＭ信号２４１ａのパルス
幅は大幅に絞られることになる。
【０１５６】ここで、電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍの過電圧状態
は、次のような場合に発生しやすい。すなわち、正方向
駆動時において点灯状態とすべき画素１０３の数が多
く、このため電圧－Ｖｔｈのラインにかかる付加が大き
くなり（図９（ａ）参照）そのレベルが上昇する（グラ
ンド電位に近づく）と、電圧－Ｖｔｈを監視している制
御回路２３２は、これを低下させるためにＰＷＭ信号２
４１ａのパルス幅をより広くする。ＰＷＭ信号２４１ａ
のパルス幅が広くなると、電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍは上昇する
ものの、制御回路２３２においては電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍの
監視を行っていないことから、これに基づいてＰＷＭ信
号２４１ａのパルス幅が絞られることはなく、このた
め、電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍのラインの付加が小さい場合、電
圧Ｖｔｈ＋Ｖｍが過電圧状態となるおそれがある。電圧
Ｖｔｈ＋Ｖｍが過電圧状態になると、カラムドライバ１
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１０やロウドライバ１２０のみならず、無機ＥＬパネル
１００（画素１０３）に大きな電圧がかかることから、
これらを破壊してしまうおそれがあり、無機ＥＬディス
プレイ装置の信頼性を低下させてしまう。
【０１５７】しかしながら、本実施態様にかかる電源装
置４００においては、電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍが過電圧状態に
なると、ＰＷＭ信号２４１ａのパルス幅を絞ることによ
って電圧Ｖｍを低下させていることから、配線２９７を
介して電圧Ｖｍの供給を受け生成される電圧Ｖｔｈ＋Ｖ
ｍのレベルも同様に低下する。これにより、無機ＥＬパ
ネル１００、カラムドライバ１１０及びロウドライバ１
２０の破壊を防止することが可能となる。
【０１５８】ここで、電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍを低下させるた
めに、制御回路２３２によらず、制御回路２４２を用い
て電圧Ｖｍを低下させているのは、一般に、電圧Ｖｍの
ラインの負荷が他の電圧ラインの負荷に比べて大きいこ
とによる。したがって、電圧Ｖｍのラインの負荷が他の
電圧ラインの負荷に比べてそれほど大きくない場合に
は、ＰＷＭ信号２３１ａのパルス幅を絞ることによって
電圧Ｖｔｈ＋Ｖｍを直接低下させても構わない。
【０１５９】上記実施態様においても、調整回路２９０
－３を出力端子２０４（電圧－Ｖｔｈのライン）とグラ
ンド電位（ＧＮＤ）間に接続しているが、代わりに、図
２８を用いて説明したように、調整回路２９０－３と同
様の回路構成を有する調整回路２９０－４を出力端子２
０３（電圧Ｖｍのライン）とグランド電位（ＧＮＤ）間
に接続しても構わない。また、図２９を用いて説明した
ように、出力端子２０４（電圧－Ｖｔｈのライン）とグ
ランド電位（ＧＮＤ）間に調整回路２９０－３を設ける
とともに、出力端子２０３（電圧Ｖｍのライン）とグラ
ンド電位（ＧＮＤ）間に調整回路２９０－４を設けても
構わない。
【０１６０】本発明は、以上の実施態様に限定されるこ
となく、特許請求の範囲に記載された発明の範囲内で種
々の変更が可能であり、それらも本発明の範囲内に包含
されるものであることはいうまでもない。
【０１６１】例えば、上記実施態様においては、電源装
置２００、３００、４００を無機ＥＬディスプレイ装置
用の電源装置として用いた場合を例に説明したが、本発
明にかかる電源装置の適用対象がこれに限定されるもの
ではなく、複数の電圧を必要とする装置であれば、どの
ような装置に対しても適用することができる。
【０１６２】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
無機ＥＬディスプレイ装置用の電源装置のように、複数
の電圧（Ｖｍ、Ｖｔｈ＋Ｖｍ、－Ｖｔｈ等）が必要であ
る電源装置において、少なくとも一つの電圧ラインの負
荷状態に基づき、少なくとも一つの電圧ラインに接続さ
れたダミー抵抗の抵抗値を変化させていることから、負
荷状態の変動に起因する出力電圧の変動を効果的に抑制



(18) 特開２００３－３３３８４９

10

20

30

40

50

33
することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施態様にかかる無機ＥＬディスプレイ装置
の全体構成を概略的に示すブロック図である。
【図２】画素１０３の構造を概略的に示す図であり、
（ａ）はその略平面図、（ｂ）はＡ－Ａ線に沿った略断
面図である。
【図３】画素１０３の等価回路図である。
【図４】画素１０３の発光特性を示すグラフである。
【図５】正方向駆動によって、選択された走査配線１０
２－ｉ上の全ての画素１０３が点灯状態とされた場合に
おける無機ＥＬパネル１００の部分等価回路図である。
【図６】負方向駆動によって、選択された走査配線１０
２－ｉ上の全ての画素１０３が点灯状態とされた場合に
おける無機ＥＬパネル１００の部分等価回路図である。
【図７】正方向駆動おいて、選択された走査配線１０２
－ｉ上の全ての画素１０３が非点灯状態とされた場合に
おける無機ＥＬパネル１００の部分等価回路図である。
【図８】正方向駆動おいて、選択された走査配線１０２
－ｉ上にチェッカーパターンが表示される場合における
無機ＥＬパネル１００の部分等価回路図である。
【図９】点灯状態とされる画素の割合と各電圧ラインに
かかる負荷との関係を模式的に示すグラフであり、
（ａ）は点灯状態とされる画素の割合と電圧ライン－Ｖ
ｔｈ及び電圧ラインＶｔｈ＋Ｖｍにかかる負荷との関係
を示しており、（ｂ）は点灯状態とされる画素の割合と
電圧ラインＶｍにかかる負荷との関係を示している。
【図１０】本実施態様にかかる電源装置２００の回路図
である。
【図１１】制御回路２３２の具体的な回路構成の一例を
示す回路図である。
【図１２】コンパレータ３０９により生成されるＰＷＭ
信号２３１ａの波形図である。
【図１３】負荷状態判別回路２８０の回路構成を示す回
路図である。
【図１４】点灯状態とされる画素の割合と電圧ラインＶ
ｍにかかる負荷の領域１～領域５との関係を模式的に示
すグラフである。
【図１５】判別回路２８２の具体的な回路構成の一例を
示す回路図である。
【図１６】（ａ）は判別回路２８２の具体的な回路構成
の他の例を示す回路図であり、（ｂ）は（ａ）に示す回
路の真理値表である。
【図１７】調整回路２９０－１の回路図である。
【図１８】カラム電圧制御回路１３０及びカラムドライ
バ１１０の具体的構成を示す回路図である。
【図１９】カラム電圧制御回路１３０及びカラムドライ
バ１１０の動作を示すタイミング図である。
【図２０】ロウ電圧制御回路１４０及びロウドライバ１
２０の具体的構成を示す回路図である。

34
【図２１】ロウ電圧制御回路１４０及びロウドライバ１
２０の動作を示すタイミング図である。
【図２２】スキャン電圧ＶＳＣＡＮとモジュレーション
電圧ＶｍＭＯＤとの関係を示すタイミング図である。
【図２３】図１０に示す電源装置２００の変形例を示す
回路図である。
【図２４】図１０に示す電源装置２００の変形例を示す
回路図である。
【図２５】本発明の好ましい他の実施態様にかかる電源
装置３００の回路図である。
【図２６】点灯状態とされる画素の割合と電圧ライン－
Ｖｔｈにかかる負荷の領域１～領域５との関係を模式的
に示すグラフである。
【図２７】第１ののこぎり波ＣＴ１と第２ののこぎり波
ＣＴ２の波形を示す波形図である。
【図２８】図２５に示す電源装置３００の変形例を示す
回路図である。
【図２９】図２５に示す電源装置３００の変形例を示す
回路図である。
【図３０】本発明の好ましいさらに他の実施態様にかか
る電源装置４００の回路図である。
【図３１】制御回路４４２の回路図である。
【図３２】図３２は、従来の無機ＥＬディスプレイ装置
用電源装置の回路図である。
【符号の説明】
１００  無機ＥＬパネル
１０１  データ配線
１０２  走査配線
１０３  画素
１０４  基板
１０５ａ  第１の誘電体層
１０５ｂ  第２の誘電体層
１０６  無機発光層
１０７  保護膜
１１０  カラムドライバ
１１１ａ

１
～１１１ａ

ｎ
，１１１ｂ

１
～１１１ｂ

ｎ
  ス

イッチ
１１２  制御回路
１２０  ロウドライバ
１２１ａ

１
～１２１ａ

ｍ
，１２１ｂ

１
～１２１ｂ

ｍ
  ス

イッチ
１２２  制御回路
１３０  カラム電圧制御回路
１３１ａ～１３１ｄ  スイッチ
１３２ａ～１３２ｄ  ダイオード
１３３  コンデンサ
１３４  インダクタ
１４０  ロウ電圧制御回路
１４１ａ～１４１ｄ  スイッチ
１４２ａ～１４２ｄ  ダイオード
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１４３ａ，１４３ｂ  インダクタ
１５０  コントローラ
２００，３００，４００  電源装置
２０１  入力端子
２０２～２０８  出力端子
２１０，２２０  トランス
２１１，２２１  １次巻線
２１２～２１６，２２２  ２次巻線
２３１，２４１  スイッチング素子
２３２，２４２，４４２  制御回路
２３２ａ，２３２ｂ，２４２ａ，２４２ｂ，４４２ａ，
４４２ｂ，４４２ｄ入力端子
２３２ｃ，２４２ｃ，４４２ｃ  出力端子
２５０～２５４，２６１  ダイオード
２５５～２５９，２６２  コンデンサ
２７０  のこぎり波生成回路
２８０，３８０  負荷状態判別回路
２８１  カウンタ
２８２  判定回路 *

36
*２８３ａ～２８３ｄ  比較回路
２８４  論理回路
２８５～２８７  排他的論理和（ＥＸＯＲ）回路
２８８  否定論理和（ＮＯＲ）回路
２８９  論理積（ＡＮＤ）回路
２９０－１～２９０－４  調整回路
２９１～２９３  ダミー抵抗
２９４～２９６  スイッチ
２９７  配線
３０１  誤差アンプ
３０２，４０１  ホトカプラ
３０２ａ，４０１ａ  発光側素子
３０２ｂ，４０１ｂ  受光側素子
３０３～３０７，４０２，４０３  抵抗
３０８  コンデンサ
３０９  コンパレータ
４０４  トランジスタ
４０５  ツェナーダイオード

【図１】 【図２】

【図４】
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【図１４】
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【図１１】
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【図１７】 【図２１】

【図２６】
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【図１６】

【図１９】
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【図２３】
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【図１８】
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【図２４】
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【図２７】



(27) 特開２００３－３３３８４９

【図２８】

【図２９】

【図３２】



(28) 特開２００３－３３３８４９

【図３０】

【図３１】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
   Ｇ０９Ｇ   3/30                                       Ｇ０９Ｇ   3/30                 Ｊ    
   Ｈ０５Ｂ  33/14                                       Ｈ０５Ｂ  33/14                 Ｚ    
  



(29) 特開２００３－３３３８４９

Ｆターム(参考） 3K007 AB17 BA06 DA05 GA04 
                5C080 AA06 BB05 DD05 EE01 EE17
                      EE28 FF03 FF12 
                5H730 AA04 AS01 AS19 BB23 BB82
                      EE02 EE73 FD03 FF02 FF19
                      FG05 



专利名称(译) 电源装置和使用其的无机EL显示装置

公开(公告)号 JP2003333849A 公开(公告)日 2003-11-21

申请号 JP2002137188 申请日 2002-05-13

[标]申请(专利权)人(译) 东京电气化学工业株式会社

申请(专利权)人(译) TDK株式会社

[标]发明人 石橋満
伊藤祐義

发明人 石橋 満
伊藤 祐義

IPC分类号 H05B33/14 G09G3/20 G09G3/30 H02M3/28

FI分类号 H02M3/28.V G09G3/20.612.D G09G3/20.612.U G09G3/20.642.A G09G3/20.642.P G09G3/30.J 
H05B33/14.Z

F-TERM分类号 3K007/AB17 3K007/BA06 3K007/DA05 3K007/GA04 5C080/AA06 5C080/BB05 5C080/DD05 5C080
/EE01 5C080/EE17 5C080/EE28 5C080/FF03 5C080/FF12 5H730/AA04 5H730/AS01 5H730/AS19 
5H730/BB23 5H730/BB82 5H730/EE02 5H730/EE73 5H730/FD03 5H730/FF02 5H730/FF19 5H730
/FG05 3K107/AA07 3K107/AA09 3K107/BB01 3K107/CC33 3K107/EE02 3K107/HH01 3K107/HH03 
5C380/AA02 5C380/AB05 5C380/BA06 5C380/BA08 5C380/BA31 5C380/BA45 5C380/BB08 5C380
/BB21 5C380/BB22 5C380/BD09 5C380/BD10 5C380/CA08 5C380/CA14 5C380/CA53 5C380/CB01 
5C380/CB31 5C380/CE01 5C380/CE04 5C380/CE19 5C380/CF28 5C380/CF31 5C380/CF32 5C380
/CF33 5C380/CF34 5C380/CF41 5C380/CF42 5C380/CF43 5C380/CF45 5C380/CF46 5C380/CF51 
5C380/CF56 5C380/CF58 5C380/CF61 5C380/CF68 5C380/DA01 5C380/DA30 5C380/DA32 5C380
/DA35 5C380/DA50 5C380/FA12 5C380/HA02 5C380/HA03 5C380/HA11 5C380/HA16

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供一种电源装置，其中抑制了由于负载状态的变化而导致的输出电压
的变化。 接收输入电压Vin并分别向输出端子204和203输出输出电压-
Vth和输出电压Vm的电源装置以及在初级绕组中接收输入电压Vin的变压
器210和变压器。 开关元件231连接到变压器210的初级绕组，输出电路
连接到变压器210的次级绕组以产生输出电压-Vth和Vm，以及至少基于
输出电压-Vth的开关元件231。 控制电路232控制输出端子204的操作，
调节电路290根据在输出端子204和203至少之一中出现的负载状态改变
输出端子204和203至少之一与地面之间的电阻值。 配备。 结果，有效
地抑制了由于负载状态的波动引起的输出电压的波动。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/c55a41ac-e6c0-4c9a-a085-9c0b53147422
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/029699016/publication/JP2003333849A?q=JP2003333849A

